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平成２５年第１回竜王町議会定例会（第１号） 

                             平成２５年３月５日 

                             午後１時００分開会 

                             於   議   場 

１ 議 事 日 程（第１日） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議第 １号 竜王町公告式条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議第 ２号 竜王町課設置条例等の一部を改正する条例 

日程第 ５ 議第 ３号 竜王町新型インフルエンザ等対策本部条例 

日程第 ６ 議第 ４号 竜王町障害者自立支援条例等の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議第 ５号 竜王町学童保育所の設置および管理に関する条例 

日程第 ８ 議第 ６号 竜王町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および 

            運営に関する基準を定める条例 

日程第 ９ 議第 ７号 竜王町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設 

            備および運営ならびに指定地域密着型介護予防サービスに 

            係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を 

            定める条例 

日程第１０ 議第 ８号 竜王町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基 

            準を定める条例 

日程第１１ 議第 ９号 竜王町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 

日程第１２ 議第１０号 竜王町法定外公共物管理条例の一部を改正する条例 

日程第１３ 議第１１号 竜王町都市公園条例の一部を改正する条例 

日程第１４ 議第１２号 竜王町道路構造に関する技術的基準を定める条例 

日程第１５ 議第１３号 竜王町町道に設ける道路標識の寸法を定める条例 

日程第１６ 議第１４号 竜王町高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する 

            法律に基づく移動等円滑化のために必要な道路の構造等に 

            関する基準を定める条例 

日程第１７ 議第１５号 竜王町下水道条例の一部を改正する条例 

日程第１８ 議第１６号 竜王町布設工事監督者の配置および資格ならびに水道技術 

            管理者の資格を定める条例 

日程第１９ 議第１７号 平成２４年度竜王町一般会計補正予算（第６号） 
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日程第２０ 議第１８号 平 成 ２ ４ 年 度 竜 王 町 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 （ 事 業 勘 

            定）補正予算（第３号） 

日程第２１ 議第１９号 平 成 ２ ４ 年 度 竜 王 町 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 （ 施 設 勘 

            定）補正予算（第３号） 

日程第２２ 議第２０号 平 成 ２ ４ 年 度 竜 王 町 下 水 道 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 

            号） 

日程第２３ 議第２１号 平成２４年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第２４ 議第２２号 平成２４年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

            ２号） 

日程第２５ 議第２３号 平成２４年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第２６ 議第２４号 平成２５年度竜王町一般会計予算 

日程第２７ 議第２５号 平 成 ２ ５ 年 度 竜 王 町 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 （ 事 業 勘 

            定）予算 

日程第２８ 議第２６号 平 成 ２ ５ 年 度 竜 王 町 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 （ 施 設 勘 

            定）予算 

日程第２９ 議第２７号 平成２５年度竜王町学校給食事業特別会計予算 

日程第３０ 議第２８号 平成２５年度竜王町下水道事業特別会計予算 

日程第３１ 議第２９号 平成２５年度竜王町介護保険特別会計予算 

日程第３２ 議第３０号 平成２５年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第３３ 議第３１号 平成２５年度竜王町水道事業会計予算 

日程第３４ 議第３２号 町道路線の認定について 

日程第３５ 議第３３号 町道路線の変更について 

日程第３６ 議第３４号 平成２４年度竜王町水道事業会計資本剰余金の処分につい 

            て 

日程第３７ 議第３５号 滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部変更 

            に関する協議について 

日程第３８ 議第３６号 滋賀県市町村退職手当組合を組織する地方公共団体数の減 

            少および滋賀県市町村退職手当組合規約の変更について 

日程第３９ 議員派遣について 

 



- 3 - 

２ 会議に出席した議員（１２名） 

 １番 小 森 重 剛   ２番 竹 山 兵 司 

 ３番 若 井 敏 子   ４番 岡 山 富 男 

 ５番 山 田 義 明   ６番 内 山 英 作 

 ７番 貴 多 正 幸   ８番 古 株 克 彦 

 ９番 松 浦   博  １０番 西 村 公 作 

１１番 菱 田 三 男  １２番 蔵 口 嘉寿男 

３  会議に欠席した議員（なし） 

４  会議録署名議員 

 ４番 岡 山 富 男   ５番 山 田 義 明 

５  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 竹山 秀雄  教 育 長 岡谷ふさ子 

総 務 政 策 主 監 福山 忠雄  住 民 福 祉 主 監 田中 秀樹 

産 業 建 設 主 監 村井 耕一  総 務 課 長 奥  浩市 

政 策 推 進 課 長 杼木 栄司  生 活 安 全 課 長 若井 政彦 

住 民 税 務 課 長 犬井 教子  福 祉 課 長 吉田 淳子 

健 康 推 進 課 長 嶋林さちこ  産 業 振 興 課 長 兼 
農 業 委 員 会 事 務 局 長 

井口 和人 

建 設 水 道 課 長 竹内  修  教 育 次 長 山添登代一 

学 務 課 長 市田太芽男  生 涯 学 習 課 長 田邊 正俊 

６  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 松瀬徳之助  書 記 臼井由美子 
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開会 午後１時００分 

○議長（蔵口嘉寿男） 皆さん、こんにちは。 

ただいまの出席議員数は、１２人であります。よって、定足数に達しています

ので、これより平成２５年第１回竜王町議会定例会を開会いたします。 

会議に入ります前に、町長より発言の申し出がございますので、これを認める

ことにいたします。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 皆さん、こんにちは。平成２５年竜王町議会第１回定例会の

開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

本日、平成２５年第１回定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれ

ましては、大変御多用の中を、万障お繰り合わせの上御出席を賜りまして、厚く

御礼申し上げます。 

三寒四温を繰り返しながら、日一日と春めいていくことかとは存じますものの、

まだまだ寒さが続きます昨今でございますが、議員の皆様におかれましては、御

健勝にて、日々議会活動に御専念をいただき、あわせまして我々行政に携わる者

に対しまして、格段の御指導と御鞭撻を頂戴いたしておりますことに、深甚なる

感謝と御礼を申し上げる次第でございます。 

さて、一昨年の３月１１日に発生した東日本大震災から丸２年になろうといた

しておりますが、今なお、数多くの方が行方不明のままでありますし、仮設住宅

での避難生活を送っておられる方々等、復興が進んでいない被災地の皆様の報に

接するごとに胸が痛みますが、私たち国民の一人一人が等しく、３．１１の大災

害を忘れることなく、３月の節目を迎える際に、一日も早い復旧と復興を念じ上

げなければならないと思うところでございます。 

話題を転じさせていただきますが、昨年１２月に衆議院議員の総選挙が執行さ

れました。結果は皆様御承知のとおり、自民党の圧倒的な勝利で政権交代となっ

たところでございます。 

安部新政権は、大胆な金融緩和、機動的な財政出動、民間投資を喚起する成長

戦略を「３本の矢」とする、いわゆるアベノミクスを打ち出し、スタートされた

次第であります。その結果、わずか２カ月半で日経平均株価は、１万１，６００

円にはね上がり、専門家筋では、秋口に１万４，０００円の値をつけるのではと

予測する人がふえていますし、外国為替市場では円安が進み、１ドル９３円ない

し９４円になり、一例でありますが、大手自動車会社の輸出部門の採算が改善し、

国内部門のみにても黒字決算の見通しが報じられています。 
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確かに、畿内の景気判断も持ち直しに変わってきており、街角景気に明るさが

出つつあることは、アベノミクス効果であろうと存じますが、一方では、このと

ころ値上がりが続く燃料代、また値上げが予測される電気料金、その先で実施さ

れる消費税率のアップ等々が消費者にどのように影響を及ぼすか、しっかりと見

定めていかなければなりませんし、一過性に終わらない経済の活動になることを

期待するものであります。 

本町では、昨年１１月から新年度の予算編成の作業に取りかかりました。平成

２４年度当初予算において、歳入歳出の数字乖離が大きく、やむなく財政調整基

金を取り崩すことにより、歳入不足を補塡させていただく予算といたしましたと

ころでありましたが、平成２４年度における法人税収の伸びにて、結果的には財

政調整基金を取り崩さなくて済む見通しであります。 

新年度予算編成作業においても財政は依然として厳しい状態にありますものの、

一昨年度、昨年度の作業に携りました者として、確実に財政改善へ向かわせてい

ただいていることを実感いたしているところでございます。このことは、平成２

４年度決算にて報告いたします実質公債費比率が１８％を下回ることが確実視さ

れますし、平成２５年度には４年ぶりに普通交付税の不交付団体になる見込みで

ありますこととあわせ、さらなる行財政改革にて財政基盤を安定させ、反面では

第五次竜王町総合計画実現に向かって積極的な予算配分をいたしたところでござ

います。 

今定例会にて新年度予算を御審議賜るところでありますが、前述の内容をあわ

せてよろしくお願い申し上げる次第であります。 

今、竜王町は県下でも注目を浴びるまちであります。竜王インター近くの大型

商業施設のアウトレットは増床工事が進んでおり、７月にリニューアルオープン

となります。増床分約６５店舗をあわせると総店舗数が約２３０店舗になり、近

畿では一番大きい施設となります。また、鏡工業団地にＡ社が立地し、今秋の創

業開始に向かって既に地元採用の活動に入っておられます。さらには、竜王イン

ター東側にＷ社流通センターの建屋の工事に取りかかっておられ、年内の営業開

始を目指しておられます。 

今申し上げました３社の立地により、竜王町内で今年度中に６５０名以上の採

用が生まれますので、活性化への道になるものと感謝いたしています。 

続いて竜王インター南側の県有地の開発がいよいよ具体化いたしてまいります。

岡屋、山中、小口の皆様の理解と協力を得ながら、県との連携を強めて、まちに
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とりまして税収増等が望める企業誘致につながるように全力投球いたしてまいる

覚悟でございます。 

役場における今年度の仕事始め式、商工会の年賀式等で、私は昨年のたつ年を

振り返り、昇竜には至らなかったまでも、竜が目を見開いてくれたことは確かで

あり、ことしは巳年、蛇が脱皮し、次なる成長に向かう年と重ね合わせ、一事業

ずつスピード感を持って確実に実現させてまいりたいと考えています。 

私が就任させていただいてから第１期４年間は、町の皆さんにひたすら御協力

と御理解を願った臥薪嘗胆のときであったと自認いたしておりますが、２期目に

入らせていただいてより、今、新たな出発が可能になったものと、みずからに認

識できるようになっております。 

今日に至るまでの議員各位の御指導、御叱正に改めて感謝申し上げますととも

に、引き続き確かなあすのまちを築き上げ、町民の幸福、また住みよいまちづく

りに格段の御高配を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

ここで、前定例会から今定例会までの町の動きにつきまして、主なる事業を報

告申し上げたいと存じます。 

まず、総務政策部門でございますが、１１月１９日より２月２０日にかけ、町

内の全自主防災組織との意見交換会を実施いたしました。各地域がみずからの自

主防災組織の現状を検証する中から、自主防災組織の重要性や役割を再確認いた

だき、そのための課題克服や組織の一層の機能強化に向け取り組んでいただくこ

とといたしました。また、避難集合場所のあり方についても検討いただき、地域

防災計画に反映していくこととしています。 

１２月８日、近江八幡地区の交通安全推進大会を竜王町公民館で開催し、年末

の交通安全県民運動での意識の高揚を図りました。 

１月６日、竜王町消防団出初め式及び滋賀県消防協会八幡支部連合出初め式を

挙行いたしました。 

１月１９日より、近江八幡警察署では竜王駐在所で３名体制をとっていただい

ており、地域住民の皆さんの安全安心の確保に努めていただいております。 

１月２６日、町公民館で「じんけんを考えるみんなのつどい」を、教育委員会

との連携のもと開催をし、実行委員会の皆さんによる朗読劇や僧侶、シンガーソ

ングライターの鈴木君代さんの講演に２９８名参加をいただきました。 

１月２６日、岡屋公民館において、「（仮称）竜王岡屋工業団地造成計画の地

元役員説明会」を滋賀県及び土地開発公社とともに開催をし、新年度の着工に向
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けて協力をお願いいたしました。 

１月３１日、本町への常備消防設置について関係機関等へ要望活動を行いまし

た。 

１月３１日、１１月１日から運行しておりました「竜王町デマンドタクシーの

社会実験」を終了いたしました。この間、延べ１０７人の御利用をいただき、今

後の公共交通のあり方研究の参考とさせていただきます。 

２月２０日、町の国土利用計画及び総合計画についての調査審議をいただく竜

王町総合基本計画審議会を設置し、今後、２年間にわたり総合計画の進捗等を審

査いただきます。 

産業建設部門につきましては、１月２５日、竜王町都市計画審議会を開催し、

竜王町都市計画マスタープラ ンの見直しの審議をしていただきました。 

２月１９日、日野川の早期改修及び平成２５年度の予算要望を国土交通省及び

地元選出国会議員に要望してまいりました。 

住民福祉部門につきましては、２月１３日、民生委員児童委員協議会と行政の

懇談会を開催し、日ごろの民生委員活動で感じる福祉課題について懇談いたしま

した。  

次に、教育委員会でございますが、１月１日、毎年恒例になっております元旦

マラソンをドラゴンハットで開催し、２５０名のランナーの御参加をいただきま

した。 

１月１３日、平成２５年新成人の祝典を公民館ホールで開催いたしました。竜

王町では２３２名が新成人と なりました。 

以上、この間の主な動きを申し上げました。 

なお、本定例会に提案申し上げます案件は、条例関係１６件、平成２４年度補

正予算７件、平成２５年度竜王町当初予算８件、その他５件の計３６件でありま

す。何とぞ、慎重なる審議を賜り、お認めを賜りますようお願い申し上げ、開会

の御挨拶とさせていただきます。どうかよろしくお願い申し上げます。 

○議長（蔵口嘉寿男） これより本日の会議を開きます。 

皆さんのお手元に議会諸般報告書並びに竜王町議会会議規則第１１９条の規定

による議員派遣報告書を配付いたしましたので、よろしくお願いいたします。な

お、説明は省略いたしますので、御了承願います。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 
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日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（蔵口嘉寿男） それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議規則第１１８条の規定により、４番 岡山富男議員、５番 山田義明議員

を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（蔵口嘉寿男） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から３月２６日までの２２日間

といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（蔵口嘉寿男） 御異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本

日から３月２６日までの２２日間と決定いたしました。 

なお、会期中の日程につきましては、お手元に配付いたしました日程表により

会議を進めてまいりたいと思いますので、御協力のほどをお願い申し上げます。 

これより一般行政について町長より、また教育行政について教育長よりそれぞ

れ方針表明の申し出がありますので、これを認めることにいたします。 

竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 本日、ここに平成２５年第１回竜王町議会定例会を開催し、

提出をいたしました諸案件の御審議を願うに当たりまして、新しい年度に向けた

町政の執行について、その方針を申し述べます。 

まず、我が国の経済状況につきましては、平成２４年後半におきましては、そ

れまでの円高の進行や世界景気の減速などを背景に、輸出・生産が落ち込み、景

気は弱い動きが続き、製造業を中心に設備投資の低調な推移が続いていたところ

です。 

国外におきましても、欧州各国における債務超過を要因とした金融不安など、

海外経済の不確実性が依然として高い状況が想定され、今後の景気の動向につい

て不透明な要素は存在しており、我が国経済を下押しする要因となっております。

また、これらの影響を強く受ける中で、国内の成長機会や若年雇用の縮小、復興

の遅延など、閉塞感を払拭できない状況が続くことも予想されます。 

このような状況下におきまして、冒頭の挨拶でも触れたところですが、昨年末

の衆議院議員総選挙を受けた政権交代を経て新たに発足した内閣により、日本経

済再生に向けた緊急経済対策が平成２５年１月１１日に閣議決定され、大型の平
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成２４年度第１号補正予算が取りまとめられ、日本経済再生に向けて、大胆な金

融政策、機動的な財政政策、民間投資を喚起する成長戦略の３本の矢で、長引く

不況から脱却し、雇用や所得の拡大を目指すとされたことなどにより、急速に円

安方向へと是正が進む為替相場や、にぎやかさを増す株式市場の動きなどに見ら

れますように、我が国経済の緩やかな持ち直しに向けた期待感が膨らみつつある

ところです。 

竜王町におきましては、平成２４年度における本町の町税収入におきまして、

固定資産税について、評価替え及び引き続き企業の設備投資が低調であることに

よります償却資産の減少など税収減が見込まれる一方で、町内企業の業績の回復

に合わせて法人町民税が大きく伸びる見込みとなったことに加えまして、個人町

民税については地方税法の改正により微増となり、町民税全体で収入増となるこ

とが見込まれるところでございます。また、歳出につきましては、平成２１年度

以降の歳入増加及び歳出見直しに向けた取り組みの実践でありますとか、あわせ

て平成２１年度から平成２４年度までの４カ年において集中的に実施してまいり

ました町債の繰上償還などによりまして、本町の公債費及び町債残高の縮減を初

めとした目指す目的について一定の効果を得ることができたところであります。 

しかしながら、一方では高齢化の進展などによります福祉、介護、医療関係経

費などの義務的経常経費が引き続き顕著な伸びを示していることに加えまして、

老朽化が著しい公共施設の改修が迫られているなど、今後においても引き続き多

額の財政需要が想定されますほか、あわせまして、歳入では前年度の法人町民税

収が好調であったことを要因といたしまして、地方交付税における普通交付税及

び臨時財政対策債が皆減となる見通しとなるなど、大幅な財源不足が見込まれる

状況にあります｡ 

このような中で、住民と行政との新たな役割分担について、本町の各施策への

浸透をより一層図っていくなど、これの実現に向けた環境の整備を初めとして、

町行政の一層の効率化に向けた取り組みの継続及び多額の財源を要する投資的事

業などについて、その内容の精査及び可能な限りの平準化を図った上で、それで

もなお必要となります公共施設の維持修繕に係る建設事業費に対応するため、特

定目的基金の充実などを中心とした財政構造の確立を念頭に置きつつ、より一層、

効率的な行政の実現に向けて積極的に取り組んでいくことが求められているとこ

ろでございます。 

つきましては、平成２５年度において、引き続き財政の健全化に向けての方針
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を継承し、各所管部門において改革を確実に推進してまいりますとともに、策定

から３年目を迎えることとなります第五次竜王町総合計画により、竜王町が目指

すまちづくりを担う人、すなわち定住人口の増に焦点を当てた目標の実現に向け

て、引き続き人への投資を政策の基軸として捉えて、教育環境の充実や子育て環

境の充実などに取り組ませていただくことに加えまして、災害時における町指定

避難所におきます避難初期の電力需要を見据えた再生可能エネルギー設備の導入

や、滋賀県及び滋賀県土地開発公社と連携し、かねてより本町の念願でありまし

た（仮称）竜王岡屋工業団地の整備に係る事業及び若者定住に向けた魅力ある施

策を創設いたしますことなど、本町が掲げる４本の政策の柱に沿った事業に重点

的に予算を配分いたしますとともに、事業の選択と真に住民が求める施策への集

中を図らせていただきつつ、町民の内発的な力を育む住民本位の「“ひと”育ち

みんなで煌めく交竜の郷」を目指して各施策を具体化させるものといたします。 

まず、教育環境の充実につきましては、各町立学校・園におきます施設の改修

などについて、さきに国において閣議決定された日本経済再生に向けた緊急経済

対策に基づきます経済対策などの活用を念頭に、当初では平成２５年度当初予算

において計上を計画しておりました竜王中学校体育館の改修事業について、今定

例会において平成２４年度３月補正予算として前倒して上程させていただくなど、

さまざまな形で、係る財源の検討を十分に踏まえつつ、計画的に、かつ確実に進

めてまいります。 

また、平成２３年度から継続して配置してきております町単独費による常勤講

師につきまして、平成２５年度におきましても、引き続き独自に、さらに充実し

て配置することにより、町内小・中学校における３５人学級を実現いたしますと

ともに、カウンセラーや特別支援などに係る対応に加えて、引き続き、緊急雇用

制度を活用した多様な支援員を配置するなど、きめの細やかな学習環境や生徒指

導の実現を可能とする教育環境の整備を図り、一層の教育力の向上に努めてまい

ります。 

これらの教育環境の充実に加えまして、竜王町における子育て環境の充実とい

たしまして、平成２４年度においてその方針を示し、既に強力に進めてまいって

おります、新たな民間保育所の整備に向けた事業につきましては、平成２６年４

月の開所を目途に、平成２５年には社会福祉法人が建設工事に着手されることと

なりますことから、町といたしましても、引き続き強力に支援を行ってまいりま

す。 
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さらには、第五次竜王町総合計画における定住人口の増及び若者定住の実現に

向けた魅力ある新たな施策といたしまして、また加えて、町内企業における地域

経済の活性化に向けた要素もあわせまして、定住促進住宅リフォーム助成事業を、

単年度の予算規模を総額１，０００万円として、平成２５年度において新たに創

設いたしました。 

この定住促進住宅リフォーム助成事業は、町内において住宅をリフォームして

新たに定住いただく新婚の御夫婦ですとか、多世代による家族との生活を始めよ

うと住宅のリフォームを考えておられる方々などを広く対象といたしまして、こ

のリフォームに要する費用に対して、１件当たりの助成金を最大で１００万円と

設定するものであります。 

つきましては、町内外に対して、この事業の情報発信に努めてまいりますとと

もに、町商工会などを通じまして、町内各事業者の皆様方に対して周知を図らせ

ていただきつつ、１０年後の竜王町を見据えた中で、定住人口増加の着実な実現

に向けた、まちぐるみによる取り組みとして、町税による投資効果を最大限に引

き出すよう進めてまいります。 

また、竜王町が長年切望してまいりました町内岡屋地先におきます（仮称）竜

王岡屋工業団地の整備に向けた事業につきましては、滋賀県及び滋賀県土地開発

公社と強力に連携する中で、いよいよ平成２５年度から着手をさせていただくこ

とといたしました。 

まちの財政基盤を確固たるものにする上でも重要な政策の一つと位置づけます

この企業誘致の基盤づくりにつきまして、この推進に向けた組織体制などの充実

を図り、県及び県土地開発公社からの御支援も得ながら、的確に、また迅速に実

施してまいります。 

また、第五次竜王町総合計画におけるまちづくりの考え方、基本理念に基づき

まして、思いを個々に申し上げますと、１つ目の豊かな自然と歴史を誇れるまち

づくりにつきましては、先人たちが守り継いでこられた美しい自然や風土、築い

てこられた暮らしや歴史、文化遺産に、今を生きる我々が新たな魅力を加えるこ

とで、全ての町民が我がまちに誇りを持ち、さらに次の世代へと継承し続けてい

くための取り組みを実施してまいります。 

２つ目の、みんなが安心して暮らせるまちづくりにつきましては、子どもの健

やかな成長を願う乳幼児期や学齢期の支援から、高齢期を健康で生き生きと暮ら

すための支援まで、生涯を通して福祉・保健・医療の各側面から一貫して提供す
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る各支援について、教育面とのさらなる融合を図るとともに、特に心身の発達に

支援を必要とする子どもたちに対する支援などの充実を図ってまいります。また、

行き届いたきめ細かな教育環境の整備に向けて、新たな加配教員の配置や計画的

な教育施設の整備に努めてまいります。 

さらに、町民の安全・安心な生活を守るための基盤となる災害対策について、

これの根幹となる防災計画の見直しに昨年度から着手しており、平成２４年度に

おいて実施した防災アセスメントの結果から得られる情報を慎重に分析し、水害

を初め震災及び原子力災害など、多様な災害に対する本町の危険度評価などに基

づく質の高い地域防災計画を策定するとともに、老朽化した橋梁等につきまして

も、適切で、かつ計画的な管理に努めてまいります。 

３つ目の、チャンスを活かすたくましいまちづくりにつきましては、ここ数年

のうちに、竜王インターチェンジ周辺の景色の変化に象徴されますように、本町

にとって非常に大きな転機がもたらされ、平成２５年度は、この潮流にさらなる

力を加えるであろうもう一つの転機に向けて歩を新たに進めるときです。 

ついては、本町における自然や歴史、文化、農商工がそろったその利点を生か

しつつ、新たな潮流を確実に本町に取り込みながら、若い世代を中心とした定住

人口増加並びに企業誘致、産業の振興に向けた取り組みを実施してまいります。 

４つ目の町民と行政の協働により築くオリジナルのまちづくりにつきましては、

本町が蓄えている町民お一人お一人のエネルギーを結集せずして、我がまちが目

指す大きな目標の達成は考えられません。また、限られた財源を効率的かつ効果

的に活用する観点からも、これからのまちづくりには、さまざまな場面において

町民皆様の参画を欠かすことはできません。 

竜王町、自治会、それぞれの運営や活動に住民と行政がともにまちを築く取り

組みを実施してまいります。 

ただいま、４つの基本理念を含め、項目を挙げて思いを述べさせていただいた

ところでございますが、冒頭でも申し上げましたように、平成２５年度の予算編

成の方針といたしまして、本町が掲げる４本の政策の柱に沿った事業に重点的に

予算を配分させていただきつつ編成いたしました。これら一つ一つの事業を着実

に実行してまいりますことによりまして、福祉・介護・医療関係経費の増高など

でありますとか、老朽化が著しい公共施設の改修などの多くの課題に対する活路

を見出してまいりますとともに、引き続き、若者定住やまちづくりを推進する上

で課題となっております地域コミュニティの強化、農業・農村の維持、産業の活
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性化等々に関する各施策につきまして、まちを挙げて展開してまいります。 

以上、平成２５年度の竜王町行政執行方針を申し述べさせていただきました。 

○議長（蔵口嘉寿男） 岡谷教育長。 

○教育長（岡谷ふさ子） それでは、平成２５年度竜王町教育行政基本方針を述べ

させていただきます。 

竜王町の未来を拓く心豊かでたくましい人づくり、「教育でまちづくり」。 

大津市在住の中学生がいじめにより自殺した事案は、社会問題と化し、生徒指

導、人権教育の両面から早急に解決すべき課題として取り上げられました。また、

京都府亀岡市の通学途上における児童等の交通事故は、通学路の安全性について

警鐘を鳴らし、再点検を行うなど安全性確保のための機会となりました。昨年度

は上記に代表される事案により、社会全体が教育のあり方に対して注目を集める

年になりました。 

さて、教育の目的は「人格の完成」であるとうたった改正教育基本法の趣旨を

受けて、国は平成２０年に「教育振興基本計画」を策定しました。計画は、世界

のグローバル化が進み、国内外における競争の激化や知識基盤型社会の進展など

社会が大きく変化していく中で、国民一人一人の幸福で充実した生涯の実現や国

際社会への貢献など、未来に向けて目指す豊かな社会づくりの礎は人づくり、す

なわち教育であることをうたい、「教育立国」を宣言しました。 

そこで、学校教育においては、新学習指導要領に基づき、教育課程の具体化に

関し、改めて、生きる力の育成を目標に掲げ、基礎的・基本的な知識・技能を確

実に習得させ、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・

表現力を育むこと、学習に対する意欲・関心・興味等を高め、探求的に学んでい

くことや、言語活動を豊かにしながら、コミュニケーション能力を高めることな

ども求めています。そして、義務教育における教育目標を達成するため、幼児期

からの緊密な連携による教育の推進について強く求めています。 

また、幼児期の教育については、社会や就労体制の急激な変化により、子育て

支援・就労支援の観点から、昨年８月に「子ども・子育て新システム」への移行

を推進しました。 

社会教育においては、平成２０年の社会教育法の改正により、次代を担う自立

した青少年の育成に向けて、社会教育行政として社会全体で子どもを育てる取り

組みを進め、地域の教育力向上を図ることが重要視されています。 

さらに、スポーツ振興については、一昨年「スポーツ基本法」を制定し、多様
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化するスポーツの目的、地域スポーツクラブの充実、競技力の向上、スポーツに

よる国際交流や貢献の広がり等の環境変化の対応として、スポーツ立国「日本」

を目指すべく、スポーツに関する取り組みを総合的かつ計画的に推進することと

位置づけました。 

一方、滋賀県においても、平成２１年７月に滋賀県教育振興基本計画を策定し、

「未来を拓く心豊かでたくましい人づくり」を基本目標として、みんなで支え合

い、みずからを高める教育の推進を図っています。特に本県が目指す人間像は

「近江（淡海）の心」を受け継いで、みずからに誇りを持ち、変革の時代にあっ

てもたくましく人生を切り拓く力を備えながら、国際社会の一員として活躍でき

る人であり、その目指す人間像に向けて教育が果たす役割が重大であると捉えて

います。 

以上のような国や県の動きの中にあって、竜王町においては、一昨年、第五次

総合計画を策定し、町の将来像を「“ひと”育ちみんなで煌く交竜の郷」と定め

るとともに、人口減少に歯どめをかけ、１０年後の町人口１万４，０００人達成

を目標にさまざまな戦略を定めました。計画３年次に当たることしは、いよいよ

人口増加に向け着実にコマを進める実行の年であり、まちづくりに欠かすことの

できないひとづくりにかかわる諸事業を教育委員会全体で推進いたします。 

このことは、昨年にも増して「教育でまちづくり」が強く求められるところで

あり、教育委員会では、学校園を中心とした学校教育と公民館・図書館を含む社

会教育との緊密な連携をより充実させ、一人一人の自己実現がかなう生涯学習社

会の構築を目指していきます。 

中でも、学校園における教育課程の充実による「生きる力」の育成、就学前教

育の充実を図るための幼稚園教育の充実、公民館基本計画を踏まえた学校支援地

域本部活動の充実、図書館基本計画に基づく読書活動の推進、スポーツ推進計画

の着実な実施、人権意識調査から見えてきた人権教育に係る課題解決等、具体的

な事業展開に向けてより重点的に取り組んでまいります。 

とりわけ、さきに掲げた「教育でまちづくり」を実践すべく、竜王町の子ども

一人一人に生きる力を育むための３５人以下学級の継続した編制により、きめ細

やかで質の高い学びの実現を目指していきます。 

また、教育環境の整備、特に学校園の施設整備については、空調設備の整備、

竜王小学校校舎改修を終え、今年度は竜王中学校体育館の改修を予定しています。

そして、建設目的基金の活用により、老朽化している教育諸施設について、計画
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的に改修等が進行するよう努めてまいります。 

以上、これまで築き上げてきた竜王町教育のよさを堅持しながら、時代の要請

にも応えつつ、教育に熱心な町竜王の一層の発展を目指し、「竜王町の未来を拓

く心豊かでたくましい人づくり」を基本方針とし、５つの重点目標に２７の重点

施策並びに具体的努力事項を設け、「教育でまちづくり」をモットーに積極的な

教育施策と着実な事業推進を展開してまいります。 

次のページ、３ページでございますが、竜王町平成２５年度重点目標並びに重

点施策を掲げております。５つの重点目標のもと、右側にあります数点の重点施

策を設定しております。 

１つ目の重点目標は、「生きる力」をはぐくむ学校園教育の推進であります。 

２つ目は、「共生の社会づくり」をめざす生涯学習の推進と文化財保護の充実

であります。 

３つ目に、明るく住みよいまちづくりをめざす人権教育の推進であります。 

４つ目は、スポーツの日常化をめざした健康体力づくりの推進であります。 

５つ目は、子育て支援の充実と未来を支える青少年の健全育成であります。 

次の４ページからは、これらの重点目標と重点施策につきまして説明をさせて

いただいておりますので、御一読いただければありがたいと思います。 

続きまして、１９ページからでございますが、重点施策のもとの具体的努力事

項をそれぞれ挙げております。 

小・中学校、幼稚園並びに社会教育施設におきまして、教育関係機関一体とな

って、これらの具体的努力事項を取り組んでまいる予定でございます。 

最後に、２７ページでございますが、今年度の成果目標を設定いたしておりま

す。目標達成に向けて、一丸となって事業推進に努めてまいる予定でございます。 

さらに、１年間の推進達成状況につきましては、毎年、教育委員会事務評価委

員会におきまして、外部評価委員も含めて評価を行っておりますので、例年どお

り実施し、公表させていただくことになります。 

以上、平成２５年度竜王町教育行政基本方針につきまして御説明をさせていた

だきました。議員の皆様方には、御指導、御鞭撻を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

○議長（蔵口嘉寿男） 以上で一般行政執行方針並びに教育行政基本方針の表明を

終結いたします。 

ここで午後２時５分まで暫時休憩いたします。 
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休憩 午後 １時５１分 

再開 午後 ２時 ５分 

〇議長（蔵口嘉寿男） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

それでは、これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第 １号 竜王町公告式条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議第 ２号 竜王町課設置条例等の一部を改正する条例 

日程第 ５ 議第 ３号 竜王町新型インフルエンザ等対策本部条例 

日程第 ６ 議第 ４号 竜王町障害者自立支援条例等の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議第 ５号 竜王町学童保育所の設置および管理に関する条例 

日程第 ８ 議第 ６号 竜王町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および 

            運営に関する基準を定める条例 

日程第 ９ 議第 ７号 竜王町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設 

            備および運営ならびに指定地域密着型介護予防サービスに 

            係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を 

            定める条例 

日程第１０ 議第 ８号 竜王町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基 

            準を定める条例 

日程第１１ 議第 ９号 竜王町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 

日程第１２ 議第１０号 竜王町法定外公共物管理条例の一部を改正する条例 

日程第１３ 議第１１号 竜王町都市公園条例の一部を改正する条例 

日程第１４ 議第１２号 竜王町道路構造に関する技術的基準を定める条例 

日程第１５ 議第１３号 竜王町町道に設ける道路標識の寸法を定める条例 

日程第１６ 議第１４号 竜王町高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する 

            法律に基づく移動等円滑化のために必要な道路の構造等に 

            関する基準を定める条例 

日程第１７ 議第１５号 竜王町下水道条例の一部を改正する条例 

日程第１８ 議第１６号 竜王町布設工事監督者の配置および資格ならびに水道技術 

            管理者の資格を定める条例 

日程第１９ 議第１７号 平成２４年度竜王町一般会計補正予算（第６号） 

日程第２０ 議第１８号 平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）補正予算（第３号） 
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日程第２１ 議第１９号 平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）補正予算（第３号） 

日程第２２ 議第２０号 平成２４年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第２ 

            号） 

日程第２３ 議第２１号 平成２４年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第２４ 議第２２号 平成２４年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

            ２号） 

日程第２５ 議第２３号 平成２４年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第２６ 議第２４号 平成２５年度竜王町一般会計予算 

日程第２７ 議第２５号 平成２５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）予算 

日程第２８ 議第２６号 平成２５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）予算 

日程第２９ 議第２７号 平成２５年度竜王町学校給食事業特別会計予算 

日程第３０ 議第２８号 平成２５年度竜王町下水道事業特別会計予算 

日程第３１ 議第２９号 平成２５年度竜王町介護保険特別会計予算 

日程第３２ 議第３０号 平成２５年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第３３ 議第３１号 平成２５年度竜王町水道事業会計予算 

日程第３４ 議第３２号 町道路線の認定について 

日程第３５ 議第３３号 町道路線の変更について 

日程第３６ 議第３４号 平成２４年度竜王町水道事業会計資本剰余金の処分につい 

            て 

日程第３７ 議第３５号 滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部変更 

            に関する協議について 

日程第３８ 議第３６号 滋賀県市町村退職手当組合を組織する地方公共団体数の減 

            少および滋賀県市町村退職手当組合規約の変更について 

〇議長（蔵口嘉寿男） 日程第３ 議第１号から日程第３８ 議第３６号までの３

６議案、一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） ただいま一括上程いただきました議第１号から議第３６号ま

での３６議案につきまして順を追って提案理由を申し上げます。 

まず、議第１号から議第２３号までの２３議案につきまして提案理由を申し上
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げます。 

議第１号、竜王町公告式条例の一部を改正する条例につきましては、制定され

た条例が現実にその効力を発動するためには、その内容が住民に知らされる必要

があり、この周知を図るための手続が公布という手続となります。このため竜王

町では、現在、町内の８カ所の掲示場に掲示することでこの手続をとっておりま

す。しかしながら、近隣の地方公共団体と比較しても掲示場の数が多く非効率で

あること及び町広報や町ホームページなど情報伝達手段の多様化により掲示場で

の閲覧の割合が低下してきていることから、掲示場を総合庁舎の１カ所とするた

め一部改正を行うものです。 

なお、施行日は一定の周知期間を確保するため、平成２５年９月１日とします。 

また、今後においては、より効率的かつ効果的に周知が図れる手法を検討して

まいりたいと考えております。 

次に議第２号、竜王町課設置条例等の一部を改正する条例につきましては、住

民サービスの向上及び事務の効率化のために実施する行政組織機構の見直し並び

に（仮称）竜王岡屋工業団地の事業推進に特化した工業団地推進課の設置等に伴

い、竜王町課設置条例、竜王町都市計画審議会条例、竜王町水道事業の設置等に

関する条例及び竜王町上下水道事業運営委員会設置条例について一部改正を行う

ものです。 

次に議第３号、竜王町新型インフルエンザ等対策本部条例につきましては、平

成２４年５月１１日に公布されました新型インフルエンザ等対策特別措置法にお

きまして、国において新型インフルエンザ等緊急事態宣言が宣言された場合に、

市町村長は新型インフルエンザ等対策本部を設置することとされたことから、こ

れの設置のための条例を制定するものでございます。 

次に議第４号、竜王町障害者自立支援条例等の一部を改正する条例につきまし

ては、障害者自立支援法の一部を改正し、障害者の日常生活及び社会生活を総合

的に支援するための法律、（通称）障害者総合支援法に改題する等の地域社会に

おける共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整

備に関する法律が平成２４年６月２７日に公布され、その一部が平成２５年４月

１日に施行されることに伴い、関係する竜王町障害者自立支援条例、竜王町非常

勤の職員の公務災害補償等に関する条例、竜王町福祉医療費助成条例及び竜王町

消防団員等公務災害補償条例の一部改正を行うものです。 

次に議第５号、竜王町学童保育所の設置および管理に関する条例につきまして
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は、現在、竜王小学校区の学童保育所については、同小学校の空き教室に設置い

たしておりますが、子どもたちが安心して過ごせる環境を確保し、健全な育成が

図れるよう、平成２４年度において同小学校用地に単独施設として整備を行って

おり、３月下旬に竣工の予定でございます。つきましては、同施設の整備に伴い、

設置および管理のための条例を制定するものでございます。 

なお、この施設は基本的には公共施設であることから、現行と同じ形態で事業

を実施するためには、竜王町議会の議決に付すべき公の施設の廃止または長期か

つ独占的利用に関する条例中に学童保育所を追加する必要があることから、付則

において当該条例の一部を改正するものでございます。 

次に議第６号、竜王町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および運営

に関する基準を定める条例につきましては、地域の自主性及び自立性を高めるた

めの改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、介護保

険法が改正され、これまで国が定めていた指定地域密着型サービスの施設基準等

について、市町村の条例で定めることとなりましたことにより制定させていただ

くものでございます。 

これまで国が定めておりました基準と同じ基準を維持しつつ、滋賀県条例とも

整合性を図りながら、竜王町の独自基準として、高齢者の人権尊重を基本とした

研修の実施及び災害の発生等の際の非常時においても業務が継続できるよう、体

制を構築するよう努めることの規定を追加して制定させていただくものです。 

条例の施行日につきましては、平成２５年４月１日でございます。 

次に議第７号、竜王町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備お

よび運営ならびに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準を定める条例につきましては、地域の自主性及び自

立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の施行

に伴い、介護保険法が改正され、これまで国が定めていた指定地域密着型介護予

防サービスの施設基準等について、市町村の条例で定めることとなりましたこと

により、制定させていただくものでございます。 

これまで国が定めておりました基準と同じ基準を維持しつつ、滋賀県条例とも

整合性を図りながら、竜王町の独自基準として、高齢者の人権尊重を基本とした

研修の実施及び災害の発生等の際の非常時においても業務が継続できるよう、体

制を構築するよう努めることの規定を追加して制定させていただくものです。 

条例の施行日につきましては、平成２５年４月１日でございます。 
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次に議第８号、竜王町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を

定める条例につきましては、介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一

部を改正する法律の施行に伴い、地域密着型介護老人福祉施設の入所定員及び地

域密着型サービス事業者等の法人格等に関する要件を市町村の条例で定めること

となりました。つきましては、竜王町の実情に国の基準を上回る内容、または異

なる内容を定める特段の事情や地域の実情が認められないことから、これまで国

が定めておりました基準と同じ基準で制定させていただくものです。 

条例の施行日につきましては、平成２５年４月１日でございます。 

次に議第９号、竜王町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例につきまして

は、道路法施行令及び道路整備特別措置法施行令の一部を改正する政令が平成２

５年４月１日から施行され、指定区間内の国道に係る道路の占用許可対象物件と

して、太陽光発電設備等を追加することとなることから、一部改正を行うもので

ございます。 

占用面積１平方メートルにつき１年で８２０円としており、条例の施行日につ

きましては、平成２５年４月１日でございます。 

次に議第１０号、竜王町法定外公共物管理条例の一部を改正する条例につきま

しては、道路法施行令及び道路整備特別措置法施行令の一部を改正する政令が平

成２５年４月１日から施行され、指定区間内の国道に係る道路の占用許可対象物

件として、太陽光発電設備等を追加することとなることから、竜王町道路占用料

徴収条例を改正することにあわせて、同様の一部改正をするものでございます。 

改正の内容につきましては、法定外公共物の使用物件に太陽光発電設備等を追

加するものでございます。 

使用面積１平方メートルにつき１年で８２０円としており、条例の施行日につ

きましては、平成２５年４月１日でございます。 

次に議第１１号、竜王町都市公園条例の一部を改正する条例につきましては、

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備

に関する法律（第２次一括法）が施行され、都市公園法が一部改正されたことに

伴い、これまで国において政省令で一律に定めていた都市公園に関する基準につ

いて、条例で定めることとなったことから一部改正するものでございます。 

改正の内容としましては、竜王町の実情に国の基準を上回る内容、または異な

る内容を定める特段の事情や地域の実情が認められないことから、政省令の基準

を参酌して都市公園の配置及び規模の基準等を定めるものでございます。 
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また、都市公園施設の利用の規定につきましても、都市公園内における行為の

禁止を規定する第５条に、「公の秩序または善良な風俗を乱すおそれのある行為

をすること」を第１２号として追加する一部改正を行うものでございます。 

次に議第１２号、竜王町道路構造に関する技術的基準を定める条例につきまし

ては、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律（第１次一括法）が施行され、道路法が一部改正されたこと

に伴い、これまで国において政省令で一律に定めていた道路構造に関する技術的

基準について条例で定めることとなったことから、制定するものでございます。 

内容としましては、竜王町の実情に国の基準を上回る内容、または異なる内容

を定める特段の事情や地域の実情が認められないことから、これまで国において

政省令で定められておりました基準を参酌して道路構造に関する技術的基準を定

めるものでございます。 

次に議第１３号、竜王町町道に設ける道路標識の寸法を定める条例につきまし

ては、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律（第１次一括法）が施行され、道路法が一部改正されたこと

に伴い、これまで国において政省令で一律に定めていた道路標識の寸法について

条例で定めることとなったことから、制定するものでございます。 

内容としましては、竜王町の実情に国の基準を上回る内容、または異なる内容

を定める特段の事情や地域の実情が認められないことから、これまで国において

政省令で定められておりました基準を参酌して、道路標識の寸法及び文字の大き

さについて定めるものでございます。 

次に議第１４号、竜王町高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法

律に基づく移動等円滑化のために必要な道路の構造等に関する基準を定める条例

につきましては、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るため

の関係法律の整備に関する法律（第２次一括法）が施行され、高齢者、障害者等

の移動等の円滑化の促進に関する法律が一部改正されたことに伴い、これまで国

において政省令で一律に定めていた特定道路の構造基準及び特定公園施設の設置

基準について条例で定めることとなったことから、制定するものでございます。 

内容としましては、竜王町の実情に国の基準を上回る内容、または異なる内容

を定める特段の事情や地域の実情が認められないことから、これまで国において

政省令で定められておりました基準を参酌して、移動等円滑化のために必要な特

定道路の構造基準及び特定公園施設の設置基準を定めるものでございます。 
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次に議第１５号、竜王町下水道条例の一部を改正する条例につきましては、地

域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に

関する法律（第２次一括法）が施行され、下水道法が一部改正されたことに伴い、

これまで国において下水道法施行令で一律に定めていた公共下水道の構造に関す

る技術上の基準について条例で定めることとなったことから、一部改正するもの

でございます。 

内容としましては、竜王町の実情に国の基準を上回る内容、または異なる内容

を定める特段の事情や地域の実情が認められないことから、これまで国において

下水道法施行令で定められておりました基準を参酌して、公共下水道の構造に関

する技術上の基準を定めるものでございます。 

次に議第１６号、竜王町布設工事監督者の配置および資格ならびに水道技術管

理者の資格を定める条例につきましては、地域の自主性及び自立性を高めるため

の改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（第２次一括法）が施行

され、水道法が一部改正されたことに伴い、これまで国において政省令で一律に

定めていた水道技術者の資格基準等について条例で定めることとなったことから

制定するものでございます。 

内容としましては、竜王町の実情に国の基準を上回る内容、または異なる内容

を定める特段の事情や地域の実情が認められないことから、これまで国において

政省令で定められておりました基準を参酌して、水道技術者の資格基準等を定め

るものでございます。 

次に議第１７号、平成２４年度竜王町一般会計補正予算（第６号）につきまし

ては、現在お認めをいただいております補正予算（第５号）までの歳入歳出予算

額が５４億９，１２６万１，０００円でございます。 

今回、総額に歳入歳出それぞれ１１億８，５１１万９，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６６億７，６３８万円といたしたいもので

ございます。 

今回の補正予算につきましては、基本的に年度末を迎え、各事業費、事業量の

確定及び節減に努めてまいりました結果、国・県負担金や補助金などの歳入予算

及び歳出予算の調整をさせていただくものでございます。また、これらを財源と

して、歳入では平成２５年度以降の財政運営をより安定的に行うため、既に予算

化しております財政調整基金繰入金の減額、歳出では平成２５年度の実施を予定

しておりました町道の舗装改良工事、竜王中学校体育館改修工事及び平成２５年
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度から着手を予定しております（仮称）竜王岡屋工業団地の整備に係る事業につ

いて、平成２４年度国補正予算（第１号）による追加交付が行われたことにより、

前倒して追加計上するものでございます。 

また、町税につきましては、個人町民税、法人町民税について増額、固定資産

税については減額をさせていただくものでございます。 

さらに、年度末を迎え各事業の進捗状況を見ますと、一部の事業におきまして

遅延が生じているものが見受けられますことにより、翌年度に繰り越して執行さ

せていただきたく、繰越明許の措置をお願いすることとあわせまして、地方債の

追加および変更につきましても補正措置をお願いするものでございます。 

次に議第１８号、平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第３号）につきましては、現在お認めをいただいております補正予算

（第２号）までの歳入歳出予算額が１０億５，０４０万６，０００円でございま

す。今回、総額に歳入歳出それぞれ３，８１８万１，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億８，８５８万７，０００円といたしたい

ものでございます。 

歳出予算の主な内容といたしましては、一般管理費では、決算見込みによる減

額があるものの、国が７０歳から７４歳までのうち、現役並み所得者以外の方の

一部負担割合を１割に据え置くこととされたことに伴い、高齢受給者証の発行費

用として２５万２，０００円が増額したことから、２０万２，０００円の増額、

保険給付費のうち一般被保険者療養給付費が４，４８５万円、退職被保険者等療

養給付費が３３２万３，０００円のそれぞれ増額、額の確定により後期高齢者支

援金等が３６８万３，０００円、前期高齢者納付金等が１４万９，０００円、共

同事業拠出金が６０６万８，０００円のそれぞれ減額、決算見込みにより保健衛

生普及費が７１万円の減額、歯科診療所における保健事業と施設整備事業分とし

ての国からの交付金の額の確定により、諸支出金の施設勘定繰出金が４１万６，

０００円の増額でございます。 

歳入予算の主な内容といたしましては、決算見込みにより国民健康保険税が４

８５万３，０００円の減額、歳出の保険給付費の財源として国庫支出金の療養給

付費等負担金が２，４４９万円の増額、額の確定により高額医療費共同事業負担

金が１９万２，０００円の減額、財政調整交付金が３９５万７，０００円の増額、

高齢受給者証の発行費用として、高齢者医療制度円滑運営事業費補助金が２５万

２，０００円の増額、額の確定により療養給付費等交付金が１，１８５万９，０
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００円の増額、県支出金の財政調整交付金が２８３万１，０００円の増額、額の

確定により高額医療費共同事業負担金が１９万２，０００円の減額、保険基盤安

定負担金等の確定により一般会計繰入金が１７９万９，０００円の増額、前期高

齢者交付金等の増加により財政調整基金繰入金が１，９００万円の減額、繰越額

の確定により繰越金が１，７２２万８，０００円の増額でございます。 

次に議第１９号、平成２４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

補正予算（第３号）につきましては、現在お認めをいただいております補正予算

（第２号）までの歳入歳出予算額が医科８，８８０万９，０００円、歯科５，４

４０万円でございます。今回、総額から歳入歳出それぞれ医科５７万８，０００

円、歯科７３万１，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

医科８，８２３万１，０００円、歯科５，３６６万９，０００円といたしたいも

のでございます。 

補正予算の主な内容といたしまして、医科につきましては、歳入では診療収入、

財政調整基金からの繰入金のそれぞれ減額、前年度繰越金の増額、諸収入の減額

でございます。 

歳出では、主に人事異動に伴います人件費の減額、医薬品衛生材料費に不足が

見込まれることから医薬材料費の増額、財政調整基金積立金の増額でございます。

歯科につきましては、歳入では、診療収入、一般会計繰入金、財政調整基金から

の繰入金のそれぞれ減額、前年度繰越金の増額、諸収入の減額でございます。歳

出では、主に人事異動に伴います人件費の減額、額の確定により医療用機械器具

費の減額をいたしたいものでございます。 

次に議第２０号、平成２４年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

につきましては、現在お認めいただいております補正予算（第１号）までの歳入

歳出予算額が、６億３，２９４万３，０００円でございます。今回、総額から歳

入歳出それぞれ７７１万７，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ６億２，５２２万６，０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、平成２４年度の執行調整等によるもの

で、分担金収入及び繰越金のそれぞれ増額、繰入金の減額、事業費精査及び執行

残によります減額でございます。 

また、特定環境保全公共下水道事業におきまして遅延が生じておりますことに

より、翌年度に繰り越して執行させていただきたく、繰越明許の措置をお願いす

るものでございます。 
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次に議第２１号、平成２４年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第４号）に

つきましては、現在お認めいただいております補正予算（第３号）までの歳入歳

出予算額が６億９，３０１万８，０００円でございます。今回、総額から歳入歳

出それぞれ１８６万９，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ６億９，１１４万９，０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、歳入におきましては、保険料が９０３

万７，０００円、保険給付費に見合うルール分の負担として、国・県・支払基金

などの公費負担分が６２３万７，０００円、一般会計からの繰入金が７６万７，

０００円のそれぞれ減額、介護給付費準備基金繰入金が７５０万７，０００円、

繰越金が６６６万５，０００円の増額でございます。 

歳出におきましては、決算見込みにより、総務費といたしまして１２万７，０

００円の減額、要介護認定を受けられた方の介護サービス等諸費が１４０万円の

減額、保険給付費のうち要支援認定を受けられた方の介護予防サービス等諸費が

４万円、高額介護サービス等費が１０万円のそれぞれ増額、また地域支援事業費

といたしまして４８万２，０００円の減額でございます。 

次に議第２２号、平成２４年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）につきましては、現在お認めをいただいております補正予算（第１号）まで

の歳入歳出予算額が、８，１７０万円でございます。今回、総額に歳入歳出それ

ぞれ３３０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８，５００万

円といたしたいものでございます。 

歳出予算の内容といたしましては、保険料の本算定後の調定額の増などにより、

後期高齢者医療広域連合納付金が３３０万円の増額でございます。 

歳入予算の内容といたしましては、本算定後の調定額の増などにより収納額を

精査し、後期高齢者保険料が５３０万６，０００円の増額、保険基盤安定負担金

の額の確定により繰入金が２０１万７，０００円の減額、前年度繰越金の額の確

定により繰越金が１万１，０００円の増額でございます。 

次に議第２３号、平成２４年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号）につき

ましては、平成２４年度竜王町水道事業会計の第３条で定めました収益的収入の

既決予定額は３億２６万７，０００円、収益的支出の既決予定額は３億２，０２

４万６，０００円でございます。今回、収益的収入の既決予定額に２，１５８万

５，０００円を増額し３億２，１８５万２，０００円に、収益的支出の既決予定

額から２，１４３万４，０００円を減額し、２億９，８８１万２，０００円に、
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また、第４条で定めました資本的収入の既決予定額１億１，６１８万５，０００

円から１，０１５万円を減額し、１億６０３万５，０００円に、資本的支出の既

決予定額１億６，５５３万８，０００円から３４６万円を減額し、１億６，２０

７万８，０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしまして、収益的収入につきましては、給水収益と

いたしまして水道使用料１，２００万円、補助金といたしまして町補助金６１８

万５，０００円、雑収益といたしましてその他雑収益１４０万円、消費税及び地

方消費税還付金が２００万円のそれぞれ増額でございます。 

収益的支出につきましては、原水及び浄水費といたしまして水質検査の手数料

６０万円、動力費１００万円、受水費１，０００万円、配水及び給水費といたし

まして、施設の点検などの委託料２４０万円、総係費といたしまして２１３万７，

０００円、資産減耗費といたしまして水源地除却に伴います固定資産除却費５０

０万円、支払利息及び企業債取扱諸費といたしまして企業債利息２９万７，００

０円のそれぞれ減額でございます。 

資本的収入につきましては、出資金といたしまして２，６１８万５，０００円

の減額、補助金といたしまして１，１８９万５，０００円の増額、他会計負担金

といたしまして４１４万円の増額でございます。 

資本的支出につきましては、改良事業費といたしまして委託料３４６万円の減

額でございます。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足いたしますので、第４条括弧書

きで定めております補塡財源につきましても改正させていただくものです。 

また、第８条で定めました他会計からの補助金につきまして、出資金からの組

み替えに伴い、３，５８５万３，０００円に改正させていただくものです。 

以上、議第１号から議第２３号までの２３議案につきまして提案理由を申し上

げたところでございますが、議第１７号及び議第２０号につきましては、詳細に

ついて担当課長より説明させますので、よろしく御審議を賜り、御承認をいただ

きますようお願い申し上げ、提案理由といたします。 

〇議長（蔵口嘉寿男） 奥総務課長。 

〇総務課長（奥 浩市） ただいま、町長から議第１７号、平成２４年度竜王町一

般会計補正予算（第６号）について提案理由の説明があったわけでございますが、

さらにその内容についてお手元配付の補正予算の概要により説明させていただき

ます。 
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まず、歳入予算では町税につきましては、個人町民税が４１７万円、法人町民

税が７億４，２５７万８，０００円のそれぞれ増額、固定資産税が７，６４２万

１，０００円の減額でございます。また、決算見込みにより、地方譲与税が２３

０万円、自動車取得税交付金が４００万円のそれぞれ増額、地方特例交付金が１

６３万６，０００円の減額、地方交付税のうち特別交付税について、現時点にお

ける交付確定分により５２６万７，０００円の増額、国庫支出金につきましては、

子ども手当負担金及び児童手当負担金が決算見込みによるそれぞれ減額、都市再

生整備計画事業及び道路改築に係る社会資本整備総合交付金につきましては、そ

れぞれ平成２５年度からの前倒し分と既計上予算における決算見込みとの差引合

計額２億６８９万２，０００円の増額及び３３５万円の減額、また、これらの事

業に係る地方負担分に対する地域の元気臨時交付金が２億１，８１９万円及び６

０万円のそれぞれ追加、こちらも平成２５年度からの前倒し計上となります中学

校体育館の改修に係る中学校施設環境改善交付金が４，３７１万６，０００円、

及び防災情報通信設備整備事業交付金が２，０７２万７，０００円のそれぞれ追

加、県支出金につきましては、額の確定により国保保険基盤安定負担金の増額及

び後期高齢者医療保険基盤安定負担金が減額、また児童手当負担金が給付額の確

定に伴う減額、介護施設等開設準備経費補助金について、係る事業の遅延に伴い

工期の延長等を要することから、平成２５年度において改めて計上するため減額、

決算見込みにより青年就農支援事業補助金、個別所得補償経営安定推進事業補助

金がそれぞれ減額、今年度予算計上しております財政調整基金繰入金２億５，０

００万円の減額、前年度繰越金が５，７１１万９，０００円のそれぞれ増額、

（仮称）竜王岡屋工業団地造成事業における平成２５年度からの前倒し分に係る

竜王インター周辺地区整備協力金が１億６９３万円の追加、町債において民生債

での児童福祉施設整備事業が５９０万円、篠原駅周辺都市基盤整備事業債が４３

０万円、社会資本整備事業債の道路改築分が５００万円のそれぞれ減額、竜王中

学校体育館の改修事業の前倒しによる予算化に伴う中学校体育館大規模改造事業

債が１億６，２８０万円の追加などをお願いするものでございます。 

次に、歳出予算の主なものといたしましては、それぞれ決算見込みにより篠原

駅周辺都市基盤整備事業負担金が４４３万１，０００円の減額、生活交通路線維

持費補助金が１４０万６，０００円の増額、コミュニティバス運行委託補助金が

３２５万円の減額、重度障害者支援等補助金について、本年度においては不執行

により１６４万８，０００円の減額、また、決算見込みにより国保特別会計（事
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業勘定）繰出金が１７９万９，０００円の増額、高齢者福祉施設等整備事業補助

金につきましては、係る事業の遅延に伴い工期の延長等を要することから、平成

２５年度において改めて計上するため減額、額の確定により後期高齢者医療特別

会計繰出金が２０１万７，０００円の減額、決算見込みにより竜王小学校区学童

保育所建築工事が６５１万円、子ども手当が１８７万５，０００円、児童手当が

１，７８０万円のそれぞれ減額、ポリオ予防接種委託料が当初の想定を超えての

執行状況となったことにより２５４万８，０００円の増額、国保特別会計（施

設・歯科）繰出金が歯科保健事業分の決算見込みにより１９０万円、青年就農支

援助成金が６００万円、農地集積協力金が３９５万円、農地・水・環境保全対策

負担金（共同活動分）が２１６万５，０００円、農地・水・環境保全対策負担金

（向上活動分）が２３０万９，０００円、環境保全型農業支援事業補助金が２４

４万９，０００円のそれぞれ減額でございます。 

続きまして、町単独道路橋梁改良事業につきましては、本年度の決算見込みに

よる減額及び平成２５年度事業分について、平成２４年度への前倒し計上に係る

増額との差引合計６２５万円の減額、決算見込みにより下水道特別会計繰出金の

うち公共下水道分が２，４８１万６，０００円の減額、まちづくり交付金事業が

本年度の決算見込みによる減額及び平成２５年度事業分について、平成２４年度

への前倒し計上に係る増額との差引合計５億３，２３６万３，０００円の追加、

決算見込みにより消火栓設置工事負担金が３９６万５，０００円の減額、平成２

４年度国補正予算（第１号）に係る防災情報通信設備整備事業が２，０７２万７，

０００円の追加、地域防災計画見直し業務委託料の減額、平成２４年度国補正予

算（第１号）に係る平成２４年度へ前倒し計上する竜王中学校体育館改修工事設

計監理業務委託料及び同改修工事が４７３万３，０００円及び２億８３万７，０

００円のそれぞれ追加、竜王幼稚園屋内消火栓修繕工事が３５４万円の追加、人

権問題住民意識調査業務委託料及び文化財確認調査業務委託料がそれぞれ減額、

また、財政調整基金、教育厚生施設等整備基金及び公共施設維持管理基金に係る

各積立金がそれぞれ５億３，８２９万７，０００円、２，０００万円及び１，０

００万円のそれぞれ増額、人件費の補正について、特別職に係る給料分４８０万

８，０００円の減額、職員の部分休業及び病休等による給料等の不要分及び嘱託

職員の退職に伴う分等の減額、一般職員の時間外手当３５９万１，０００円の増

額及び本年度末退職予定の職員に係る勧奨制度により増額となる分１，８２７万

４，０００円の増額等、本年度の決算見込みにより、１，１２６万５，０００円
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の増額を行うものでございます。 

次に、繰越明許費でございますが、事業の遅延等によりまして篠原駅周辺都市

基盤整備事業が９２３万１，０００円、高齢者福祉施設等整備事業が３，０００

万円、児童福祉施設保育所整備事業が８，１９２万３，０００円、町単独道路橋

梁改良事業が４，９４５万円、まちづくり交付金事業が５億３，２９２万円、防

災情報通信設備事業が２，０７２万７，０００円、中学校施設整備事業が２億８

６８万８，０００円及び竜王幼稚園施設整備事業３５４万円について、それぞれ

地方自治法第２１３条第１項の規定により繰越明許措置をお願いし、平成２５年

度に繰り越して事業を執行するものでございます。 

また、地方債補正といたしまして、事業の前倒し計上により中学校体育館大規

模改造事業債が１億６，２８０万円の追加、決算見込みにより篠原駅周辺都市基

盤整備事業が４３０万円、児童福祉施設整備事業が５９０万円及び社会資本整備

事業債の道路改築分が５００万円のそれぞれ減額補正をお願いするものでござい

ます。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第１７号、平成２４年度竜王町一般

会計補正予算（第６号）の概要を申し上げ、説明といたします。 

○議長（蔵口嘉寿男） 竹内建設水道課長。 

○建設水道課長（竹内 修） 引き続きまして、議第２０号、平成２４年度竜王町

下水道事業特別会計補正予算（第２号）につきまして、その内容を御説明申し上

げます。 

一般会計及び特別会計の歳入歳出補正予算に関する説明書９３ページからの下

水道事業特別会計補正予算（第２号）の事項別明細書によりまして説明申し上げ

ます。 

まず、歳入補正予算の内容について御説明申し上げます。 

９５ページの分担金について、新たに公共下水道へ接続されました事業所等か

らの納入に伴い６０３万８，０００円、国庫補助金について、長寿命化基本計画

のための補助金４万５，０００円、財産運用収入について４，０００円のそれぞ

れ増額をさせていただくものでございます。 

次に繰入金について、事業精査等に伴い２，４８１万６，０００円の減額、繰

越金について１，１０１万２，０００円の増額をさせていただくものでございま

す。 

次に、歳出補正予算の内容について御説明申し上げます。 
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９７ページ農業集落排水事業費の施設管理費につきまして、農業集落排水処理

施設管理基金積立金の利子４，０００円の増額でございます。公共下水道事業費

の一般管理費につきましては、支払消費税額の減による３７２万１，０００円の

減額でございます。 

次に施設管理費につきましては、執行調整等によります修繕費の執行残２００

万円、委託料の執行残２００万円のそれぞれ減額でございます。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第２０号、竜王町下水道事業特別会

計補正予算（第２号）の内容説明といたします。 

○議長（蔵口嘉寿男） この際、申し上げます。 

ここで午後３時２０分まで暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ３時０９分 

再開 午後 ３時２０分 

〇議長（蔵口嘉寿男） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 次に、議第２４号から議第３６号までの１３議案につきまし

て提案理由を申し上げます。 

議第２４号、平成２５年度竜王町一般会計予算につきましては、一般会計予算

の総額は、歳入歳出総額それぞれ６２億７，３００万円と定めるものでございま

す。前年度当初予算と比較いたしますと、総額で１４億８，６００万円の増加、

率にして３１．０％の増となるものでございます｡ 

本年度予算に係ります基本的な考え等は、先ほど述べました行政執行方針のと

おりでございますが、新規事業など主な内容につきまして、第五次竜王町総合計

画における基本理念に基づいて申し上げますと、「豊かな自然と歴史を誇れるま

ちづくり」といたしましては、再生可能エネルギーの普及に向けた一助として、

また本町における防災上の備えといった視点も含めた公共施設再生可能エネルギ

ー等導入事業について、多くの一級河川を抱える本町において、良好な景観の確

保に加えて、増水時における氾濫防止等防災上の点からも重要となる河川愛護作

業補助金について、また文化財調査事業として、実態把握ができていなかった野

寺城跡などの山岳寺院跡に係る確認調査を行うための文化財悉皆調査業務につい

て実施したいと考えております。 

「みんなが安心して暮らせるまちづくり」といたしましては、高齢者保健福祉

計画及び子ども・子育て支援計画の策定、平成２４年度に引き続いて、平成２６
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年４月の開所に向けた民間保育所の整備促進、住民の安全・安心な生活の実現に

向けた地域防災計画の策定、消火栓の設置更新、計画的な消防設備の更新、老朽

化した橋梁及び学校施設の改修などに加えて、引き続き小・中学校管理事業にお

いて、小・中学校の３５人学級実現を図るために、町単独費による教員の加配措

置などを行います。 

「チャンスを活かすたくましいまちづくり」といたしましては、第五次竜王町

総合計画において、竜王町が目指す若者等の定住促進に向けた住宅リフォーム助

成事業の創設及び（仮称）竜王岡屋工業団地の整備に係る事業に加えて、計画調

査・一般管理事業において、住宅地の整備に向けた地区計画の策定に係る業務委

託を定住化促進事業において実施したいと考えております。 

「町民と行政の協働により築くオリジナルのまちづくり」といたしましては、

我がまちが目指す目標の実現に向けて、住民と行政がともにまちを築く取り組み

として、平成２４年度に引き続き、自発的な活動を促進するようなまちづくりに

資する活動を行う団体等に対して補助金を交付するまちづくり活動支援事業及び

自治会におけるまちづくり計画の策定支援を行うコミュニティ支援事業等を実施

いたします。 

なお、今後におきましては、引き続き第五次竜王町総合計画において竜王町が

目指す住民皆様のためのまちづくりの実現に向けて、町行政が一丸となり、着実

に各施策を進めさせていただく所存でありますとともに、議員各位の格別の御理

解と御協力を賜りながら、鋭意取り組んでまいりたいと存じます。 

次に議第２５号、平成２５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

予算につきましては、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ１０億５，８２０万円

と定めるものでございます。前年度当初予算と比較いたしますと、８，０６０万

円の増額で、率にいたしますと８．２％の増でございます。 

主な内容といたしまして、歳出では保険給付費が７億１，６６０万４，０００

円で、医療費の増高に伴い、前年度と比べて８，３５３万円の増額、後期高齢者

支援金等が１億４，００３万２，０００円で、後期高齢者医療費の増加傾向に伴

い、前年度と比べて１，０１９万２，０００円の増額、介護納付金が６，２４７

万円で、全国的に介護給付費が増加していることに伴い、前年度と比べて５９４

万円の増額、共同事業拠出金が１億７４７万３，０００円で、過去３カ年の交付

金実績により、前年度と比べて１，２８４万円の減額、保健事業費が１，７４４

万４，０００円で、前年度と比べて３８０万２，０００円の減額、諸支出金が２
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２３万１，０００円で、前年度と比べて１０５万円の減額でございます。 

歳入につきましては、歳出に対して国庫支出金、県支出金、療養給付費交付金、

共同事業交付金、前期高齢者交付金をルールに従い適正に事務処理を行い、歳出

に見合う税率となるよう点検をするとともに、必要に応じて財政調整基金からの

繰り入れを行いながら、安定した財政運営に努めてまいります。また、税の公平

性の理念により、平成２５年度も引き続き未納者対策に努めてまいります。 

次に、議第２６号、平成２５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘

定）予算につきましては、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ医科８，３６０万

円、歯科４，９８０万円と定めるものでございます。前年度当初予算と比較いた

しますと、医科では５００万円の減額で、率にしますと５．６％の減となるもの

でございます。 

歯科では４６０万円の減額で、率にしますと８．５％の減となるものでござい

ます。医科及び歯科におきましては、診療を中心に、疾病の早期発見、早期予防

並びに地域を担う地域包括医療の拠点として取り組みます。さらに、健康推進並

びに福祉部門と連携し、保健事業や介護予防事業にも積極的に取り組んでまいり

たいと考えております。 

次に、議第２７号、平成２５年度竜王町学校給食事業特別会計予算につきまし

ては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５，８００万円と定めるものでご

ざいます。前年度当初予算と比較いたしますと３００万円の減額で、率にします

と４．９％の減としております。 

歳入といたしましては、給食負担金が５，７９８万６，０００円、繰越金が１

万円、諸収入として預金利子と消費税還付金で４，０００円を計上いたしており

ます。 

歳出といたしましては、給食に係る資材費等でございます。 

次に、議第２８号、平成２５年度竜王町下水道事業特別会計予算につきまして

は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億４，１６０万円と定めるもので

ございます。平成２４年度の当初予算と比較いたしますと８９０万円の増額で、

率にして１．４％の増となるものでございます。 

農業集落排水事業につきましては、２地区２処理施設のさらなる効率的な維持

管理と事業運営に努めてまいりたいと考えております。一方、公共下水道事業に

つきましては、面整備の完了いたしました地区ごとに供用開始を行い、施設の維

持管理に努めているところでございますが、皆様方の御理解、御協力をいただき
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まして、さらなる水洗化の促進に努めてまいりたいと考えております。 

今後につきましては、おおむね住居系の面整備も完了し、維持管理の時代とな

り、さらなる施設の維持管理の推進が図れるよう努めてまいりたいと考えており

ます。 

次に、議第２９号、平成２５年度竜王町介護保険特別会計予算につきましては、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億９，５８０万円と定めるものでござ

います。前年度当初予算と比較しますと３，０９０万円の増額で、率にして４．

６％の増となり、増加しております保険給付費を勘案したものでございます。 

歳出の保険給付費につきましては、要介護認定を受けられた方の介護サービス

等諸費や要支援認定を受けられた方の介護予防サービス等諸費、住民税非課税等

の低所得者の方の施設利用に対する補足的給付としての特定入所者介護サービス

等費で、前年度当初予算と比較しますと３，８２６万８，０００円の増額でござ

います。 

地域支援事業費につきましては、介護予防事業費において介護予防特定高齢者

施策事業費に係る介護予防教室の実施方法や任意事業費の委託料の精査などによ

り、地域支援事業費全体として、前年度当初予算と比較しますと１６６万７，０

００円の減額でございます。 

歳入につきましては、介護保険料が１億３，７１７万７，０００円で、前年度

当初予算と比較しますと５万８，０００円の増額と見込んでおります。その他国

庫支出金、支払基金交付金、県支出金、繰入金につきましては、保険給付費や地

域支援事業費の費用負担のルールに基づき収入額を見込んでおります。 

今後とも介護保険制度を持続可能なものとし、適正な介護サービスが受けられ

るよう健全な財政運営を行い、地域で安心して暮らすことのできるまちづくりを

目指してまいりたいと考えております。 

次に、議第３０号、平成２５年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算につきま

しては、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ８，２２０万円と定めるものでござ

います。前年度当初予算と比較いたしますと５０万円の増額で、率にいたします

と０．６％の増でございます。 

歳出につきましては、総務費が２０３万７，０００円で、前年度当初予算と比

較しますと１５万５，０００円の増額、後期高齢者医療広域連合納付金が７，９

９６万２，０００円で、前年度当初予算と比較しますと３４万５，０００円の増

額、これは後期高齢者医療制度の被保険者が納めた保険料等を滋賀県後期高齢者
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医療広域連合へ納付するものでございます。諸支出金が２０万１，０００円で、

前年度当初予算と同額でございます。 

歳入につきましては、後期高齢者の被保険者の方に納めていただく後期高齢者

保険料が５，８００万１，０００円で、被保険者数の増加等と平成２４年度の保

険料改定により前年度当初予算と比較しますと２００万円の増額、使用料及び手

数料が２，０００円で、前年度当初予算と同額、町のルール分の負担金として一

般会計からの繰入金が２，３９９万１，０００円で、前年度当初予算と比較しま

すと１５０万円の減額、繰越金が１，０００円、諸収入が２０万５，０００円で、

それぞれ前年度当初予算と同額でございます。 

次に、議第３１号、平成２５年度竜王町水道事業会計予算につきましては、収

益的収入の予定額を３億２，４２７万４，０００円及び収益的支出の予定額を３

億１，７５８万９，０００円、資本的収入の予定額を９，０８０万円、資本的支

出の予定額を１億３，６７５万２，０００円と定めたいものでございます。 

水道事業につきましては、ライフラインの基盤整備として、今日的な課題であ

る管路施設の耐震化について、年次計画による改良を進め、安全で安心な水道水

の供給ができるよう一層の努力を行います。あわせて経営の健全化と施設の効率

的な維持管理に努め、さらに、公営企業としての経済性を発揮するよう一層の努

力をいたすものでございます。 

続きまして、議第３２号、町道路線の認定につきましては、（仮称）竜王岡屋

工業団地の推進を図るべく、町道認定をお願いするものでございます。 

町道谷川線は、滋賀県及び滋賀県土地開発公社が（仮称）竜王岡屋工業団地の

基本計画の中で幹線道路として位置づけられている道路であることに加え、当町

としましても、土地利用等の関係からも町道としての位置づけが必要であると考

えております。また、国から竜王インターチェンジ周辺地区での社会資本整備事

業として認可を受ける上でも町道認定が条件となっておりますことから、町道谷

川線として新規の認定をお願いするものです。 

次に、議第３３号、町道路線の変更につきましても、（仮称）竜王岡屋工業団

地の推進を図るべく変更認定をお願いするものでございます。 

町道岡屋仁殿線は、滋賀県及び滋賀県土地開発公社が（仮称）竜王岡屋工業団

地の基本計画の中で幹線道路として位置づけられている道路であります。今後は、

主要アクセス道路となる国道４７７号と２カ所以上で接続することとし、事業推

進を図るため、現路線の終点から国道４７７号に接続するまでの区間について、
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町道岡屋仁殿線の路線延長の変更認定をお願いするものです。 

続きまして、議第３４号、平成２４年度竜王町水道事業会計資本剰余金の処分

につきましては、地方公営企業法の一部改正に伴い、竜王町水道事業における資

本剰余金の処分につきまして、地方公営企業法第３２条の規定により議会の議決

を求めるものでございます。 

これまで、地方公営企業の資本剰余金は地方公営企業法の規定により、みなし

償却資産の撤去等による損失を埋める場合のほか処分することができないとされ

ていましたが、今回の法改正により資本制度が見直され、条例または議会の議決

により処分することができることとされました。 

ただし、平成２６年度には、みなし償却制度が廃止される予定でありますこと

から、今年度と来年度の２年間のみの対応となりますので、当町では条例制定は

行わず、議会の議決により処分いたしたいとするものでございます。 

内容につきましては、補助金等をもって取得した資産の取得に要した価額から

その取得のために充てた補助金等の金額に相当する金額を控除した金額を帳簿原

価、または帳簿価額とみなして減価償却を行うもののうち、減価償却を行わなか

った部分に相当する部分の撤去により発生する損失について、補助金等を源泉と

する資本剰余金９６１万４，５０１円を充てるものでございます。 

次に、議第３５号、滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部変更

に関する協議については、滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合が入居する

滋賀合同ビルの解体に伴う事務所の位置の変更及び滋賀県市町村議会議員公務災

害補償等組合規約施行に関する覚書第２条との整合性を図ることから、このこと

に伴う規約変更の議決を全構成団体にお願いされるものです。 

次に、議第３６号、滋賀県市町村退職手当組合を組織する地方公共団体数の減

少及び滋賀県市町村退職手当組合規約の変更については、滋賀県自治会館管理組

合が平成２５年３月３１日をもって解散することにより、滋賀県市町村退職手当

組合から脱退することとなること及び滋賀合同ビルの解体に伴う事務所の位置の

変更のため、このことに伴う規約改正の議決を全構成団体にお願いされるもので

す。 

以上をもちまして、議第１号から議第３６号までの３６議案につきまして御説

明を申し上げたところでございますが、議第２４号、議第２５号、議第２６号、

議第２８号、議第２９号及び議第３１号の詳細につきまして、順次各担当課長よ

り説明させますので、よろしく御審議を賜り、御承認をいただきますようお願い



- 36 - 

申し上げ、提案理由といたします。 

○議長（蔵口嘉寿男） 奥総務課長。 

○総務課長（奥 浩市） ただいま、町長から議第２４号、平成２５年度竜王町一

般会計予算について提案理由の説明があったわけでございますが、さらにその内

容について、お手元に配付いたしております提出議案説明資料に基づき御説明申

し上げます。 

まず、３０ページをごらんください。歳入予算の状況でございますが、町税が

３０億１，００８万３，０００円で、前年度に比べて９，９７３万３，０００円

の増、率にして３．４％の増と見込んでおります。これは固定資産税が評価替え

及び償却資産の減少等により１億２，９１６万７，０００円の減、率にして７．

６％の減となる一方で、個人町民税、軽自動車税及び町たばこ税がおおむね横ば

い、または微減と見込まれることに加えまして、法人町民税が一部大手企業の業

績の回復が見込まれること等によりまして２億２，９９０万円の増、率にして５

５．０％の増としたことによるものでございます。 

地方譲与税、県税交付金及び地方特例交付金につきましては、総務省、または

県推計値等により、おおむね前年度並みと見込んでおります。 

一方、地方交付税につきましては、平成２４年度の法人町民税収の大幅な伸び

を受けた基準財政収入額の増により、普通交付税では４年ぶりに不交付となるこ

とが見込まれることから１億円の減少、特別交付税では、本町におけるここ数年

の特別交付税決算額を勘案して３，０００万円とし、地方交付税総額で前年度比

９，６００万円の減、率にして７６．２％の減としております。 

分担金及び負担金については、基幹水利施設管理事業に係る地元分担金の減少

を見込む一方で、保育所運営費負担金が増加することにより、総額で６，８２３

万５，０００円を計上し、０．３％の増としております。 

使用料及び手数料については、幼稚園保育料を初め、預かり保育料、通園・通

学自動車使用料、法定外公共物使用料、戸籍住民登録手数料等により総額で３，

７９６万円を計上し、６．３％の増としております｡ 

国庫支出金については、（仮称）竜王岡屋工業団地整備に係る事業による社会

資本整備総合交付金の増加及び障害福祉サービスの給付の増加に伴う増等により

９億６，３２３万１，０００円と、前年度に比べて６億２，６０９万９，０００

円の増、率にして１８５．７％の増としております。 

県支出金については３億８，９１２万５，０００円と、前年度に比べて２，６
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１９万７，０００円の増、率にして７．２％の増としております。主な増加要因

といたしましては、公共施設再生可能エネルギー等導入事業の実施に係る補助金

が追加、地籍調査費の増加に伴う増等によるものです。 

繰入金については、地方交付税の減少等が見込まれることから、前年度に比べ

て２億７００万円の増となる４億５，７００万円を財政調整基金からの繰り入れ

により補塡するなど、総額で４億６，５９０万円を計上し、８４．９％の増とし

ております。 

諸収入については、（仮称）竜王岡屋工業団地整備に係る事業による竜王イン

ター周辺地区整備協力金の追加等により、前年度に比べて大幅な増となり、総額

で９億７，０５７万円の計上としております。 

町債については、６，５００万円を計上しており、前年度に比べ３億５５０万

円、率にして８２．５％の減となっております。これは平成２４年度の法人町民

税収の大幅な伸びを受けて普通交付税が４年ぶりに不交付となることが見込まれ

ることとあわせて、普通交付税とともに算定を行います臨時財政対策債について

も発行可能額の算出が見込めないことから、これを皆減としたこと等によるもの

でございます。 

次に、５５ページをごらんください。 

主な事業等を第五次竜王町総合計画の基本理念に基づく分類ごとに申し上げま

すと、まず、「豊かな自然と歴史を誇れるまちづくり」でございますが、竜王中

学校体育館太陽光発電設置工事等の公共施設再生可能エネルギー等導入事業が４，

２１５万４，０００円、河川愛護作業補助金が８５０万円を含む河川総務費・一

般管理が９１８万３，０００円、文化財調査事業が２，５５５万３，０００円な

どでございます。 

次に、「みんなが安心して暮せるまちづくり」でございますが、交通安全施設

等維持修繕費が３３３万８，０００円、国保特別会計（事業勘定）繰出金が４，

８４７万７，０００円、児童福祉施設（保育所）整備事業が９２４万４，０００

円、低年齢児保育保育士等特別配置事業が６００万円、子ども・子育て支援事業

計画策定事業が３２２万５，０００円、介護保険事業計画等作成事業が３９２万

３，０００円、後期高齢者健診事業が１３１万６，０００円、５７ページに移り

まして、道路橋梁維持補修費が３，６７３万４，０００円、小型動力ポンプ整備

事業が１９０万円、消火栓設置事業が３１１万７，０００円、防災計画策定事業

が１，０１９万７，０００円、小中学校児童生徒生きる力育成事業が４４７万円、
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小学校管理費及び中学校管理運営費のうち平成２３年度以降実施しております

小・中学校への町単独費による３名の嘱託講師措置について、平成２５年度は小

学校においてさらに１名増加し、合計４名を町独自に配置しつつ、３５人学級の

実現を図るため、これに係る人件費が１，２９３万４，０００円などでございま

す。 

次に、「チャンスを活かすたくましいまちづくり」でございますが、篠原駅周

辺都市基盤整備事業費が１，５８３万３，０００円、定住促進住宅リフォーム助

成事業が１，０００万円、竜王町総合庁舎周辺地区定住化促進業務委託を含む定

住化促進事業が２４０万円、竜王インター周辺地区整備事業が１５億５９０万８，

０００円、外国語能力強化地域形成事業が４５万６，０００円、中学生海外派遣

研修事業が２５９万２，０００円などでございます。 

次に、「町民と行政の協働により築くオリジナルのまちづくり」でございます

が、コミュニティ支援事業が３０万円、まちづくり活動支援事業が１００万円、

スーセー・マリー市友好親善使節団受入事業が１３８万１，０００円、ふるさと

竜王夏まつり事業が２５０万円、コミュニティ・スクール推進事業が３０万円、

小学生地域間交流受入事業が６６万６，０００円、人権教育総合推進事業が２４

万円などでございます。 

次に、その他といたしまして、議員研修事業が１５０万３，０００円、地籍調

査事業費が６８８万３，０００円、固定資産評価替調査事業が７８２万４，００

０円、公図閲覧システム導入事業が３３３万５，０００円、参議院議員選挙費が

８５０万円、勤労福祉会館管理費が３１０万９，０００円などでございます。 

続きまして議案書２６３ページをごらんください。 

第２表債務負担行為につきましては、篠原駅周辺都市基盤整備事業が、自由通

路及び橋上駅舎等に係る西日本旅客鉄道株式会社と締結した基本協定の対象とな

る事業費のうち平成２６年度分４，１９４万２，０００円、固定資産評価替調査

業務が平成２６年度及び平成２７年度分となる９３８万７，０００円、高齢者保

健福祉計画策定業務及び子ども・子育て支援事業計画策定業務がそれぞれ平成２

６年度分となる３７０万円及び３５０万円、小規模企業者小口簡易資金に係る保

証債務について、平成２５年度から平成３７年度までの間において１１５万２，

０００円の範囲内における損失補償、さらに竜王インター周辺地区整備事業とし

て平成２６年度分となる５億９，４５１万円につきまして、それぞれ限度額の設

定をお願いするものです。 
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次に、２６４ページの第３表地方債につきましては、篠原駅周辺都市基盤整備

事業が１，３２０万円、小型動力ポンプの整備に係る消防防災設備整備事業が９

０万円、橋梁長寿命化修繕に係る社会資本整備事業が１，２１０万円、道路改築

に係る社会資本整備事業が２，１２０万円、地方道路等整備事業が１，７６０万

円につきまして、それぞれ限度額の設定をお願いするものでございます。 

また、２５６ページの第４条地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一

時借入金の借り入れ限度額につきまして、その上限を２０億円として定めるもの

でございます。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第２４号、平成２５年度竜王町一般

会計予算の概要を申し上げ、説明とさせていただきます。 

○議長（蔵口嘉寿男） 犬井住民税務課長。 

○住民税務課長（犬井教子） 続きまして、議第２５号、平成２５年度竜王町国民

健康保険事業特別会計（事業勘定）予算につきまして、その内容を御説明申し上

げます。お手元の特別会計の歳入歳出予算に関する説明書、３ページからごらん

いただきたいと思います。 

歳入ですが、国民健康保険税は２億７，０８１万９，０００円で、前年度と比

較いたしますと４４５万８，０００円の増額となります。 

４ページの国庫支出金につきましては、療養給付費等負担金として、歳出の保

険給付費等から福祉医療の波及増分を減額された額、老人保健拠出金、後期高齢

者支援金、介護納付金のそれぞれおよそ３２％を見込んでおり、１億３，８２１

万９，０００円を計上しております。保険給付費の支出見込み増により前年度と

比べて１，７０９万７，０００円の増額でございます。 

高額医療費共同事業負担金は８０万円以上の高額な医療費に対して県内各市町

が、あらかじめ負担しておいた拠出金を財源として費用負担を調整する制度です

が、その拠出金の国の負担分の４分の１を見込んでおり、６０９万５，０００円

を計上しております。これは県についても同額の負担がございます。 

次に、特定健康診査等負担金としては、平成２０年度から各医療保険者へ義務

づけられました特定健康診査の費用の国の負担分として１０２万７，０００円を

計上しており、前年度と比べて１９万６，０００円の増額としております。こち

らも県において同額の負担がございます。 

５ページの財政調整交付金は市町村間の財政不均衡を是正するものですが、保

険給付費の支出見込み増により３，９８８万１，０００円で、前年度と比べて３
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２６万１，０００円の増額でございます。 

次に、療養給付費等交付金は１億８９５万円で、前年度と比べて１，７６５万

１，０００円の増額でございます。これは社会保険診療報酬支払基金から退職被

保険者の医療費の費用として支払われるものでございます。 

５ページから６ページの前期高齢者交付金は２億７，３７９万４，０００円で、

前年度と比べて２，３７２万３，０００円の増額でございます。これは６５歳か

ら７４歳までの医療費について、国民健康保険と被用者保険での医療費負担の不

均衡を各保険者の加入数に応じ調整する仕組みであります。 

次の県支出金は、県の補助事業として実施する福祉医療の波及分での国庫補助

の減額分を補塡するもので、保険給付対策費補助金として８２万７，０００円を

計上しております。 

財政調整交付金は４，５０７万８，０００円で、保険給付費の支出見込み増に

より、前年度と比較しますと３８１万９，０００円の増額でございます。同じペ

ージの高額医療費共同事業負担金は、国庫支出金と同様に、拠出金の４分の１を

見込んでおります。特定健康診査等負担金も国庫支出金と同様に県の負担分とし

て見込んでおります。 

次に、７ページの共同事業交付金及び保険財政共同安定化事業交付金は１億１，

４５２万８，０００円としております。これは高額な医療費となった場合に、県

内各市町があらかじめ負担しておいた拠出金を財源として費用負担を調整する制

度でありますが、平成２４年度の実績見込み額が前年度より増加傾向であること

を踏まえて、前年度と比べて２，３５２万８，０００円の増額でございます。 

７ページから８ページの繰入金は４，８４７万７，０００円で、一般会計から

のルール分の繰り入れのほか、国庫支出金で減額された町単独の福祉医療の波及

分への繰り入れでございます。 

繰越金は１４８万円で、前年度と比べて１２万４，０００円の減額でございま

す。 

９ページから１０ページの諸収入は、総額で１７５万２，０００円です。延滞

金を前年度の実績額に応じて予算計上したことから、１０９万８，０００円の増

額としております。 

次に歳出でございます。１１ページをごらんください。 

総務管理費は４４１万７，０００円でございます。内容といたしましては、国

保連合会電算レセプト処理負担金等一般事務経費でございます。 
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１１ページから１２ページの徴税費は１９６万５，０００円、運営協議会費は

２１万１，０００円でございます。 

１２ページから１３ページは国保の本体部分であります保険給付費でございま

す。一般被保険者療養給付費は、就学後から７０歳までの方ですと、７割の現物

給付でございますが、５億２，２８４万円で、保険給付費の支出見込み増により、

前年度と比べて５，４１６万円の増額でございます。 

退職被保険者等療養給付費は、これも就学後から６５歳までの方ですと７割給

付の分でございますが、９，２６９万円で、前年度と比べて８６９万円の増額で

ございます。一般被保険者療養費は６２４万円、退職被保険者等療養費は１２７

万円、審査支払手数料は１８８万円でございます。 

高額療養費につきましては、一般被保険者高額療養費は６，９８３万円で、前

年度と比べて１，７５４万円の増額、退職被保険者等高額療養費は１，３８１万

円で、前年度と比べて３７４万円の増額でございます。一般被保険者高額介護合

算療養費及び退職被保険者等高額介護合算療養費は、前年度と同額でございます。 

１４ページの葬祭諸費、移送費、１５ページの出産育児諸費の出産育児一時金

及び支払手数料についても、前年度と同額でございます。 

次に、後期高齢者支援金等は、各保険者が後期高齢者の医療費のうち患者負担

分以外の部分の１０分の４を支援するものであります。後期高齢者の医療費の増

高の影響により、本年度は１億４，００３万２，０００円で、前年度と比べて１，

０１９万２，０００円の増額でございます。 

前期高齢者納付金等は、歳入でもありました前期高齢者交付金の逆で、６５歳

から７４歳までの医療費について国民健康保険と被用者保険での医療費負担の不

均衡を各保険者の加入数に応じ調整する仕組みであり、竜王町国保としての負担

金が１８万２，０００円でございます。 

１６ページの老人保健拠出金は１万１，０００円で、これは後期高齢者医療制

度の施行に伴い廃止となった老人保健制度に係る平成２０年３月診療分の精算や

月おくれ、過誤返戻等による拠出金ですが、これらの業務はおおむね終了してお

り前年度と同額でございます。 

介護納付金は６，２４７万円で、これは国民健康保険税の介護納付金分と国県

支出金などを合算して社会保険診療報酬支払基金へ納付するものです。介護保険

の利用者の増加や介護報酬の増加に伴い、前年度と比べて５９４万円の増額でご

ざいます。 
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次に、共同事業拠出金の高額医療費共同事業拠出金は２，４３８万円で、これ

は８０万円以上の高額な医療費に対して県内各市町があらかじめ負担しておいた

拠出金を財源として費用負担を調整する制度でございます。ただし、財源の一部

として国及び県が４分の１ずつ負担しているものです。 

また、保険財政共同安定化事業拠出金は８，３０７万円で、これは２０万円を

超え８０万円未満の医療費が対象となり、県内市町の拠出金を財源として支給さ

れる制度でございます。 

１７ページから１８ページの保健事業費につきましては、国保の保険者として、

４０歳以上の被保険者について特定健康診査等の実施が義務づけされましたこと

で、特定健康診査等実施計画により健診受診率向上に努めるとともに、国保若年

層の健康診査についても実施してまいりますことから、特定健康診査等事業費は

１，１７４万６，０００円、保健衛生普及費は５６９万８，０００円でございま

す。基金積立金は１５万円で、財政調整基金の利息分でございます。 

次に、２０ページの諸支出金の施設勘定繰出金は、歳入で国から収入しました

特別調整交付金を施設勘定（歯科）予算へ繰り出すもので、歯科保健センター事

業分の１００万円でございます。 

今後も保健センターとともに、国保被保険者の健康づくりや保健事業の推進及

び情報提供など健康づくりの支援をさせていただき、もって健康寿命の伸展と医

療費の適正化に努め、国保財政健全運営にさらに努めたいと考えております。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第２５号、平成２５年度竜王町国民

健康保険事業特別会計（事業勘定）予算の概要を申し上げ、説明とさせていただ

きます。 

続きまして、議第２６号、平成２５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施

設勘定）予算につきまして、その内容を御説明申し上げます。特別会計の歳入歳

出予算に関する説明書２７ページをごらんいただきたいと思います。 

医科につきましては、診療所の運営の根幹をなす外来収入として７，９７３万

６，０００円を計上しております。 

２８ページの介護サービス収入は、介護保険サービスを提供したことによる報

酬収入で１４万円を計上しております。使用料及び手数料は診断書の証明手数料

として、財産収入は医科の財政調整基金の利子収入でございます。 

２９ページの財政調整基金繰入金につきましては、平成２５年度は施設及び医

療関係備品等の整備を予定しておりませんので、繰り入れはございません。 
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歳出でございますが、３１ページから３２ページにかけて診療施設の運営維持

管理として総務費を４，６４０万円計上いたしております。 

３３ページの医業費については、前年度実績を踏まえて３，６５１万円を計上

しております。公債費については、平成２４年度をもって施設建設に係る起債の

償還が完了したことから、１９８万９，０００円の減となっております。医科診

療所では、地域住民の健康保持増進と疾病予防、早期発見、早期治療に努めると

ともに、保健、福祉、医療の連携を図りながら地域に根差した医療・保健事業に

努めてまいります。 

次に歯科でございますが、４５ページの外来収入は診療所運営の根幹をなし、

３，９７１万３，０００円を計上し、４６ページの介護サービス収入については

１１０万２，０００円を計上いたしております。事業勘定繰入金の１００万円は、

歯科保健センター運営に対する国庫補助１００万円の繰入金です。 

次の４７ページの一般会計繰入金につきましては６００万円でございます。財

政調整基金からの繰入金につきましては、平成２４年度には診察台の更新を行う

予定であったことから３５８万１，０００円の予算計上をしておりましたが、平

成２５年度におきましては、大型の機器の更新や施設の整備を予定していないこ

とから３１４万円の減となっております。 

歳出でございますが、４９ページから５０ページの歯科診療所の運営維持管理

費として、また、町民皆様の歯科保健を担っております歯科保健センターの管理

費として４，１３７万９，０００円を計上しております。次の医業費では８１０

万４，０００円を計上いたしております。 

５２ページの基金積立金１万６，０００円は基金の利子です。公債費につきま

しては、一時金借入金利子として１，０００円を計上しております。本年度も、

むし歯予防に効果が見られるフッ素塗布・フッ素洗口を継続し、８０歳になって

も２０本の健康な自分の歯をという「８０２０運動」を目標に、保健センター、

町内の歯科医院、医科診療所並びに医療機関、地域等との連携を図りながら、乳

幼児から高齢者までを対象に、健康づくりは「健康な歯から」「治療より予防」

を合い言葉に、診療業務とあわせて各ライフステージに合った歯科保健事業に努

めてまいります。また、在宅医療や糖尿病ケアにおいて医科と歯科の連携は大変

重要であり、圏域連携も視野に置きながら事業推進に取り組んでまいります。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第２６号、平成２５年度竜王町国民

健康保険事業特別会計（施設勘定）予算の概要を申し上げ、説明とさせていただ
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きます。 

○議長（蔵口嘉寿男） 竹内建設水道課長。 

○建設水道課長（竹内 修） 続きまして、議第２８号、平成２５年度竜王町下水

道事業特別会計予算につきまして、その内容を簡潔に御説明申し上げます。特別

会計の歳入歳出予算に関する説明書６９ページをごらんください。 

歳入の関係でございますが、主な収入といたしましては、農業集落排水及び公

共下水道の使用料といたしまして１億７，０４８万７，０００円を計上させてい

ただいております。その内容としましては、農業集落排水が８６５万円と公共下

水道が１億６，１８３万７，０００円であります。 

次に、国庫補助金として７００万円を計上させていただいております。前年度

比較では、２４４万５，０００円の増額でございます。 

次に、７１ページの繰入金でございますが、一般会計からの繰入金３億６９２

万１，０００円を計上させていただいております。その内容としまして、農業集

落排水事業分として１，１９８万２，０００円、公共下水道事業分２億９，４９

３万９，０００円として繰り入れを計上しており、前年度比較では２６万円の増

額でございますが、これは下水道使用料収入の減額等からなる増額でございます。 

次に、７３ページの町債でありますが、１億５，６３０万円を計上させていた

だいております。その内容といたしましては、特定環境保全公共下水道事業債１

億２，０６０万円と琵琶湖流域下水道事業債３，５７０万円であります。前年度

比較では１，１７０万円の増額となるもので、これは償還元金の増加による資本

費平準化債の増額に伴うものでございます。 

次に、７４ページの歳出の関係でございますが、その主な支出といたしまして

は、農業集落排水事業の一般管理費及び施設管理費といたしまして１，０３４万

７，０００円を計上させていただいております。前年度比較では１３１万５，０

００円の減額となるものです。これは施設管理費の減額によるものでございます。

農業集落排水事業の内容といたしましては、電気料が１９２万円、処理場等の管

理委託料が７２４万５，０００円でございます。 

次に、７５ページの公共下水道事業費の一般管理費及び施設管理費といたしま

しては、１億４８２万９，０００円を計上させていただいております。前年度比

較では２０６万７，０００円の増額となるものです。これは施設管理費の増額に

よるものです。公共下水道事業の内容といたしましては、通信運搬費が１０６万

円、公課費６５０万円、人件費１，３２１万７，０００円、電気料２２５万５，
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０００円、施設修繕費１７０万円、委託料９４５万９，０００円、また、県への

琵琶湖流域下水道維持管理負担金６，８４５万１，０００円でございます。 

次に、７６ページから７７ページの公共下水道管渠築造費といたしまして、３，

７２６万７，０００円を計上させていただいております。前年度比較としまして

は、１００万４，０００円の増額となるものです。これは県への琵琶湖流域下水

道事業負担金の増額によるものでございます。また人件費が７８６万７，０００

円、管路施設管理計画基本構想策定業務委託料１，４２０万円であります。 

次に、７７ページの公債費でございますが、４億８，８６５万７，０００円を

計上させていただいております。前年度比較では、７１４万４，０００円の増額

となるものです。これは元金償還金の増額によるものでございます。その内容と

しましては、農業集落排水事業債・公共下水道事業債・流域下水道事業債の元金

償還金が３億５，０９１万円と同利子償還金が１億３，７４４万７，０００円、

一時借入金利子が３０万円であります。 

次に、議案書の２８２ページをごらんください。第２条の地方債の関係でござ

いますが、第２表において、地方債の限度額といたしまして１億５，６３０万円

とするものでございます。 

次に、２７８ページをごらんください。第３条の一時借入金の最高額を５億円

と定めるものでございます。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第２８号、平成２５年度竜王町下水

道事業特別会計予算の概要を申し上げ、説明といたします。 

○議長（蔵口嘉寿男） 吉田福祉課長。 

○福祉課長（吉田淳子） 続きまして、議第２９号、平成２５年度竜王町介護保険

特別会計予算につきまして、その内容を御説明申し上げます。特別会計の歳入歳

出予算に関する説明書８９ページをごらんいただきたいと思います。 

保険料でございますが、６５歳以上の第１号被保険者保険料で、日本年金機構

などで年金から徴収されます特別徴収保険料や普通徴収保険料などが１億３，７

１７万７，０００円で、前年度に比べ５万８，０００円の増となります。 

８９ページから９０ページの国庫支出金につきましては、介護給付費負担金が

１億２，３８８万６，０００円、調整交付金が２，２８３万２，０００円、地域

支援事業交付金の介護予防事業が９８万６，０００円、包括的支援事業・任意事

業が５２８万８，０００円で、それぞれルール分を計上しております。 

９０ページの支払基金交付金は、第２号被保険者の保険料を原資に介護給付費
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交付金が１億９，３１３万７，０００円、地域支援事業支援交付金が１１４万４，

０００円を計上しております。 

９１ページの県支出金は、介護給付費負担金が９，２５６万１，０００円、地

域支援事業交付金の介護予防事業が４９万３，０００円、包括的支援事業・任意

事業が２６４万４，０００円で、それぞれルール分を計上しております。財産収

入は介護給付費準備基金の運用利子８万円を計上しております。 

９２ページの繰入金につきましては、一般会計からの繰り入れとして９，７６

４万３，０００円を計上しており、その内訳は介護給付費繰入金が８，３２４万

６，０００円、その他一般会計繰入金が１，１２５万８，０００円、地域支援事

業繰入金の介護予防事業が４９万４，０００円、包括的支援事業・任意事業が２

６４万５，０００円でございます。介護給付費準備基金からの繰入金として１，

６８２万円を計上しております。 

次に歳出でございます。９５ページをごらんください。 

総務管理費が１１０万９，０００円、徴収費が８９万１，０００円を計上して

おります。また、介護認定に要する主治医意見書や認定調査委託費用、要介護認

定申請に基づく認定調査や主治医意見書により要介護度を審査するために共同設

置しております介護認定審査会への負担金などについて、介護認定審査会費とし

て６０４万３，０００円を計上しております。 

９７ページから１０１ページの保険給付費でございますが、要介護認定を受け

られた方々の居宅介護サービス、施設介護サービス、地域密着型介護サービスな

どの介護サービス等諸費が６億３５５万２，０００円、要支援認定を受けられた

方々の介護予防サービス、介護予防サービス計画などの介護予防サービス等諸費

が４，０６４万９，０００円、高額介護サービス等費が６６６万円、特定入所者

介護サービス等費が１，３５５万円、高額医療合算介護サービス等費６９万８，

０００円、その他の保険給付費を含め全体で６億６，６０１万９，０００円を計

上しております。居宅介護サービスや地域密着型サービスに係る給付費が増加し

ており、全体といたしましては３，８２６万８，０００円の増額でございます。 

１０１ページから１０３ページの地域支援事業費につきましては、介護予防事

業費が３９４万５，０００円で、特定高齢者に対する介護予防教室や生活機能評

価業務に係る委託料、一般高齢者に対する介護予防教室に係る委託料などでござ

います。また、包括的支援事業・任意事業費が１，６２６万１，０００円で、主

に地域包括支援センター運営事業費のほか、配食サービス見守り事業や家族介護
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者支援事業に係る委託料でございます。 

今後も住民の皆様の健康づくり、特に介護予防の観点を重視した保健福祉サー

ビスの充実に努め、御本人が自立して地域で安心して老後を送っていただけるよ

う支援をさせていただき、適正な介護保険の運営に努めたいと考えております。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第２９号、平成２５年度竜王町介護

保険特別会計予算の概要を申し上げ、説明とさせていただきます。 

○議長（蔵口嘉寿男） 竹内建設水道課長。 

○建設水道課長（竹内 修） 続きまして、議第３１号、平成２５年度竜王町水道

事業会計予算につきまして、その内容を御説明申し上げます。 

まず予算書の１ページ、第２条、業務の予定量といたしまして、給水戸数が３，

８００戸、年間総配水量といたしまして１８０万立方メートル、１日平均給水量

は４，２００立方メートルを予定するものでございます。さらに主な建設改良事

業といたしまして、今後の年次計画に基づく管路更新事業を実施する計画でござ

いまして、その事業費といたしましては１億２，６２０万円とするものでござい

ます。 

次に、第３条予算及び第４条予算につきましては、提出議案説明資料４１ペー

ジの予算の概要によりまして説明いたします。 

第３条予算の関係でございますが、収益的収入の予定額といたしまして、３億

２，４２７万４，０００円と定めております。前年度と比較して２，４００万７，

０００円の増額でございます。 

収益的支出の予定額といたしまして、３億１，７５８万９，０００円と定めて

おります。前年度と比較して９４万９，０００円の減額でございます。収益的収

入の内訳といたしまして、営業収益が２億９，８１５万５，０００円でございま

す。その主な収入といたしましては、水道使用料が２億９，４００万円で、前年

度比較では１，７５９万８，０００円の増額でございます。営業外収益につきま

しては２，６１１万９，０００円で、その主な収入といたしましては、町補助金

が２，４１７万３，０００円で、前年度比較では６４０万円の増額でございます。 

次に、収益的支出の内訳といたしまして、営業費用が３億１５１万９，０００

円でございます。その主な支出といたしましては、県水受水費が１億７，６７４

万４，０００円、減価償却費が４，５３５万６，０００円、人件費が２，８３０

万９，０００円、委託料が１，１１３万６，０００円でございます。その他の営

業費用につきましては、ごらんいただいているとおりでございます。営業外費用
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につきましては１，５８７万円で、その主な支出といたしましては、支払利息１，

３４７万円等でございます。 

さらに、第４条予算の資本的収入及び支出でございますが、資本的収入が９，

０８０万円でございます。前年度と比較しますと２，２１８万５，０００円の減

額でございます。資本的支出といたしましては１億３，６７５万２，０００円で

ございます。前年度と比較しますと２，８７８万６，０００円の減額でございま

す。その主な支出といたしましては、改良事業費が１億２，５００万円でござい

ます。これは管路更新工事などの設計委託料と工事費でございます。 

次に、企業債償還金といたしまして１，０５５万２，０００円でございます。

これは企業債の元金償還金でございます。 

なお、資本的収入が資本的支出に対しまして４，５９５万２，０００円の不足

となりますが、これにつきましては、減債積立金、過年度分及び当年度分の損益

勘定留保資金並びに消費税資本的収支調整額で補塡させていただくこととしてお

ります。 

次に予算書の２ページをごらんください。第５条で企業債の限度額を８，００

０万円に、第６条で一時借入金の限度額を８，０００万円に、第７条で議会の議

決を経なければ流用できない経費といたしまして、職員給与費２，８３０万９，

０００円、交際費２万円に、第８条で一般会計から受ける補助金といたしまして

３，１８５万６，０００円、第９条でたな卸資産の購入限度額を５００万円に定

めたいものでございます。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第３１号、平成２５年度竜王町水道

事業会計予算の概要を申し上げ、説明とさせていただきます。 

〇議長（蔵口嘉寿男） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第３９ 議員派遣について 

〇議長（蔵口嘉寿男） 日程第３９ 議員派遣についてを議題といたします。 

お諮りいたします。会議規則第１１９条の規定により、お手元に配付のとおり

議員を派遣することにいたしたいと思います。 

なお、緊急を要する場合は、議長においてこれを決定いたしたいと思いますが、

これに御異議ございませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

〇議長（蔵口嘉寿男） 御異議なしと認めます。 
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よって、本件はそのように決定いたしました。 

なお、派遣された議員は、派遣の結果を議長に報告していただくようお願いい

たします。 

本日の議事日程はこれで全部終了いたしました。 

これをもって本日の会議を閉じ、散会いたします。 

大変御苦労さまでございました。 

散会 午後４時４８分 

 

 

 


